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郡名記載墨書・刻書土器小考
──群馬県内出土事例を中心に──

高　島　英　之

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

──要 旨──

郡名が記された墨書・刻書土器は、静岡県内の郡家遺跡からの出土がとくに顕著であるが、全国各地から出土してお
り、郡家やその出先機関である官衙、あるいは郡司層地方豪族の居宅の存在、さらには郡家の構造や機能などを類推す
る上での重要な手がかりとなってきた。
近年では、郡家およびその関連施設、郡司層豪族の居宅などとは明らかに考えにくい場所や、それらから離れた一般

集落などからの郡名記載土器の出土例も少なくなく、文字内容のみが一人歩きしてしまうきらいもあり、その種の遺物
の史料的特質を明確にしておくことがまず急務であろう。
また、近年では、群馬県内においても郡名記載土器の出土は着実に増加している。
本稿は、本県内外から出土したさまざまな資料を相互に比較検討しながら、郡名記載土器の類型化を行い、それらの

史料的特性や歴史的意義について解明しようとするものである。
土器に郡名が記されたことの意味や背景を検討することによって、古代在地社会における祭祀・儀礼行為の一端や、

人民支配の拠点たる地方官衙と村落社会との実態的な関係の一端を解明する手がかりが得られるものと考えられる。
これまで官衙遺跡出土の墨書土器については、官人や徭丁のために使用する食器の保管・管理のため、あるいは食料

供給システム上の管理のために文字が記されたと一般的に言われてきたが、郡司層が主体となった祭祀や河川や峠など
郡境における境界祭祀などの神仏への供献奉進儀礼に伴って、郡名や郡司職名が記された可能性も指摘できよう。大溝
から出土した膨大な量の郡名記載墨書土器は、祭祀・儀礼に伴って一括して投じられた可能性を示唆するものと考えら
れる。
また、「郡厨之饌」を、現実世界の人間に対してのみならず、それらを神仏に対して供するために、祭祀にあたって

土器に郡名が記された可能性をも想定することが可能であろう。
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はじめに～問題の所在と分析視角の設定

墨書・刻書土器が、数少ない古代文字資料の中で、新
出の文字としてつとに注目されていることは周知の通り
である。近年の研究により、その多くは村落内での祭祀
や儀礼にあたって用いられたものであることが明確にな
ってきた。これは、全国各地の遺跡から出土する膨大な
量の墨書・刻書土器の文字にある程度の共通性が認めら
れることや、特定の種類の文字や特殊な字形が頻繁に使
用されていること、あるいは１遺跡における墨書・刻書
土器の出土量が1000点を越える例すらあるにもかかわら
ず、如何なる遺跡においても墨書・刻書土器の比率は、
その遺跡から出土した土器全体の僅か数％程度にしか過
ぎないこと、また、文字を記入するに当たって、特殊な
材質・作り、もしくは器形の土器を意識的に選択した様
子が無いこと、などの特色から導き出された結果である
（平川2000・松村1993ab）。土器に文字を記入する行為
とは、日常什器とは異なる非日常の標識を施すことであ
り、祭祀に用いる土器を日常什器と区別し、疫神・祟り
神・悪霊・鬼等を含んだ意味においての神・仏に属する
器であることを明記するためのものと言えよう。
奈良・平安時代の集落遺跡出土の墨書・刻書土器は、

とりわけ関東地方における出土例が非常に多い。これは
その地域においてただ単に、発掘調査の件数が抜きん出
て多いからという理由だけではなく、当該期の東国村落
の特質である。それらは、１文字だけが記されたものが
ほとんどなので、文字の意味は如何様にも解釈できるも
のが多い。また、早く、８世紀初頭のものもあるが、村
落内で本格的に広まっていくのは９世紀になってからで
ある。９世紀から10世紀にかけて飛躍的展開を遂げ、早
くも10世紀の内に急速に減少していってしまう。その一
方、東海地方では、中世でもなお、土器に墨書すること
が行われ続けている様子が判明している。
墨書・刻書土器の使われ方は、それぞれの土器に文字

を記した人びとそれぞれが果たしていた当時の社会的な
役割と密接に関わるのだから、墨書・刻書土器がどのよ
うな使われ方をしたのかと言うことを解き明かすこと
が、当時の社会のしくみやあり方を解明することにつな
がるわけである。つまり、それぞれの墨書・刻書土器の
用途や機能を解明することによって、そうした人的関係
の背後にある律令官司制のシステムや、村落構造を明ら
かにすることが可能であり、さらにはそのような諸関係
の総体としての古代社会像の解明につながっていくので
ある。本稿では、そうした各種多様な墨書・刻書土器の
中から、最近、群馬県内でも出土が相次いでいる郡名記
載の墨書・刻書土器をとりあげて、それらの出土状況や、
土器に郡名が記載される意味について検討を加えたい。
郡名が記載された墨書・刻書土器は、静岡県内の郡家

遺跡からの出土がとくに顕著であるが、全国各地から出

土しており、郡家や、郡家の出先機関などの存在、さら
には郡家の構造や機能などを類推する上での手がかりと
なっている。しかしながら、近年では、郡家やその関連
の官衙あるいは施設、郡司層豪族の居宅などとは明らか
に考えにくい場所から単独で郡名が記された土器が出土
する事例も少なくなく、さしたる遺構が検出されていな
いケースにおいても、郡名が記された墨書・刻書土器が
出土することによって、その場所が郡関係の官衙の出先
機関や、郡関係の施設と解釈されるような、記載された
郡名が一人歩きして遺跡の解釈を歪めてしまうようなケ
ースさえ存在している。こうした弊害を少なくするため
にも、その種の遺物を総体的に取り扱うことによって、
それらの史料的特質を明確にすることが急務である。
本県では、これまでその種の資料の出土はあまり多く

はなかったが、ここ数年の間に相次いで古代の郡名が記
された墨書・刻書土器の出土が報じられるようになって
きた。こうした類例を、本県外から出土した資料と比較
しながら、郡名記載墨書・刻書土器の類型化を行い、資
料的特性や歴史的意義について解明していきたい。
土器に郡名が記載されたことの意味やその背景を考え

ることで、古代在地社会における祭祀・儀礼行為の一端
や、支配の拠点たる地方官衙と村落社会との関係などの
一端を解明する手がかりが得られればと考える。
なお、以下では、郡名記載墨書・刻書土器のことを総

称して郡名記載土器という用語を用いることにする。

１．郡名記載土器集成上の問題点と限界

小稿執筆に当たって、青森県から新潟・長野・山梨・
静岡の３県までの範囲で郡名記載土器を収集した。
従来、宮都を含む官衙遺跡から出土する国郡名等記載

土器では、杯・皿・椀型の土器なら底部外面に、蓋型の
土器なら蓋の内面に記されたものが圧倒的に多いと言わ
れてきた（山口1991ほか）。今回の集成でもその指摘を
裏付けるように、そうした傾向は比較的顕著であった。
ただ、郡名記載土器の４割以上を占める静岡県の郡家な
いしその関連遺跡から出土した資料に、その傾向が特に
顕著であるためという要素も存在している。静岡県以外
の資料では、底部外面ないし蓋内面への文字の記入が極
端に集中しているという程ではなく、概ねの傾向と言う
に止まる範囲である。
とりあえず東日本地域に集成と検討を限定したのは、

当該地域が、集落遺跡における墨書・刻書土器の出土事
例が全国的にも抜きん出て多いことの半面、集落の対極
に当たる官衙から出土した墨書・刻書土器ではいかなる
展開であるかを、集落遺跡出土のそれらとの比較検討の
中で位置付けることが可能であり、かつ効果的であると
考えたからである。集成にあたっては、当該遺跡所在及
び隣接・近接の郡名を構成する文字を１文字のみ記載し
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た資料についても収録した。また、郡名と同じ名の郷が
郡内に所在する例は全国的に多いが、それらの名称ない
しその一部を記載した資料についても、すべて郡名が記
された可能性を有する資料として検討の対象とした。
国郡里名は、周知の通り和銅６年（713）５月２日に

出された詔によって「好字」が付けられた。この好字は、
集落遺跡から一般的に出土する１文字のみ記載する墨
書・刻書土器の大多数に記される所謂「吉祥的文字」と
も共通するわけであり、例え郡家所在ないし隣接・近接
郷からの出土とはいえ、１文字のみ記載されたものでは、
郡名の一部なのか、郡名と共通する文字ではあるが、郡
名ではなく郡名と同じ郷名なのか、あるいはさらに、た
だ単に吉祥語を記載したものであるのか、分別は付きに
くいところであるが、それらについても、その可能性を
承知した上で、あえて集成に含めている。
また、郡名となった地名を負う在地豪族の氏

うじ

名
な

として
記された可能性も存在しないではない。それもあえて承
知の上で取り上げている。そう言った意味では、今回の
集成は、かなり正確さに欠けるきらいはある。

２．東日本における郡名記載土器の出土傾向

東日本から出土した郡名ないしその一部が記載された
土器は、岩手、宮城、秋田、福島、新潟、茨城、栃木県、
群馬、埼玉、東京、神奈川、千葉、山梨、静岡の14都県
から出土している。関東地方では出土遺跡数が多いが、
東北地方や静岡県では、特定の官衙遺跡に郡名記載土器
の出土が集中しているため出土した郡名記載土器の点数
は多いものの、出土遺跡数では却って少なくみえる。
出土した全125遺跡のうち100遺跡が官衙・寺院ないし

その周辺関連遺跡であり、この点は、郡名記載土器の出
土状況としてはある意味当然の結果とも言える。
東北地方では、ほぼ城柵官衙ないしその周辺関連遺跡

からの出土に限られている。関東地方でも官衙ないしそ
の周辺関連遺跡が多いが、唯一、千葉県では必ずしも官
衙ないしその周辺遺跡からの出土とは限らないようであ
る。良く知られているように、千葉県は古代の墨書土器
の出土が抜きん出て多い地域であり（明治大学古代学研
究所墨書土器データベース）、21050点の墨書土器が出土
している。ちなみに宮城県約7500点、関東及び周辺各県
では、栃木県で2447点、群馬県で4687点、茨城県で1058点、
埼玉県で5054点、東京都で4503点、神奈川県で5536点、
新潟県で4126点、山梨県で5067点の墨書土器が出土して
おり、千葉県からの出土が抜きん出て多いことが知られ
るが、郡名記載土器に限っては、墨書・刻書土器の県ご
との出土総数の多寡とは余り関わりがないようである。
静岡県では、郡名記載土器は378点あって、東日本出

土郡名記載土器の43％を占めているが、現在までのとこ
ろそれらの出土遺跡は100％官衙及びその関連遺跡に限

られている。

３．東日本出土郡名記載土器の書式の傾向

静岡県内出土の郡名記載土器に関しては、郡名をフル
で記した上に、官職名（「大・少領」・「主帳」・「主」な
ど）や部署名（「厨」・「曹」など）の全部ないし一部や、
「一」・「二」などの数を附したものがほとんどである。
静岡県内出土の郡名記載土器の分量が圧倒的に多いた

め、これまではあたかもそれらが郡名記載土器の書式の
標準的なスタイルであるかのように理解されがちであっ
たが、東日本全体の出土例からみると、郡名ないしその
一部を示す文字にせいぜい部署名を示す「厨」あるいは
「曹（司）」の文字が付される程度で、一般的には郡名な
いしその一部の文字のみが記されたものが主流である。
ただ、静岡県内の官衙遺跡から出土した郡名記載土器の
分量が圧倒的であるため、単に点数のみをカウントすれ
ば、静岡県内で出土したような書式のものが全国的にも
圧倒的に多いように見えてしまうわけである。
郡名の下に部署名が附されるものでは、「厨」が圧倒的

に多く、全国各地から出土している。厨家は土器等食器
類の保管元の部署であり、食器である土器に記された部
署名として「厨」が多いのはある意味当然のことと言え
ようが、それ以外の部署名で、例えば「曹」が付されるの
は、現在までのところ、陸奥国安積郡家跡福島県郡山市
清水台遺跡から出土した資料４点に限られており（郡山
市教委1975・1976、郡山市埋文事業団1992）、他には神奈
川県海老名市大谷向原遺跡から出土した「高坐官」と記さ
れた土器がある程度である（大谷向原遺跡調査団1992）。
「高坐官」の「官」の文字を「ミヤケ」と訓じれば、

「タカクラノミヤケ」となり、高座郡家をのものを指す
ことになる。また「館」の字の省画とも解釈可能であり、
そうであるならば「高坐館」という意味になり、郡家を
構成する施設群のうちの宿泊・交通支援機能を有した
「館」を意味するということになる。
同じ静岡県内の郡家遺跡であっても、駿河国益頭郡家

跡藤枝市郡遺跡から出土した郡名記載墨書土器では郡名
「益頭」の１文字「益」＋「厨」という記載ばかりである
が（藤枝市教委1986）、同じく駿河国の志太郡家跡藤枝
市秋合・御子ヶ谷両遺跡から出土した同種資料では（藤
枝市教委1981）、同様に、郡名の１文字＋「厨」で「志厨」
と記されたものと、「志太」郡の郡名フルネームに「厨」
の文字が加えられた「志太厨」の３文字が記された資料
の双方がともに出土している。志太郡家跡では、現在の
ところ、郡名「志太」の「志」の１文字＋厨の「志厨」
と記載されたものが23点、「志太厨」と記載されたもの
が13点と、郡名の１文字+「厨」を記したものが多い。
また、遠江国引佐郡津跡と考えられている静岡県浜松

市井通遺跡からは引佐郡の郡名記載墨書土器が209点出
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土し、１遺跡から出土した郡名記載土器数の最多である
が（静岡県埋文研2007）、書式は基本的に「引佐」の郡
名をフルネームに記し、それに数字の「一」か「二」が
附されるか、あるいは「大」の字が付けられるかで、静
岡県内の他の郡家遺跡から多く出土している郡名＋「厨」
と記された器は１点も出土していない。ただ、まれに
「引佐」の郡名のみが記されたものもある。圧倒的多数
は郡名＋「一」・「二」の数字が付されたものである。
また、駿河国志太郡家跡藤枝市秋合・御子ヶ谷両遺跡

から出土した郡名記載土器には、「志大領」・「志
大」・「志太少領」など郡司職名が記載されたものが多
量にみられるが、静岡県内の他の郡家遺跡出土の郡名記
載土器にはあまり見ることはできない。駿河国益頭郡家
跡藤枝市郡遺跡から出土した「益大」と記された墨書土
器と、同じく益頭郡家の館か郡司宅と考えられている藤
枝市水守遺跡から出土した「益少領」と記された墨書土
器があるが、志太郡家跡出土の資料群に比べれば極端に
少量である。郡名に郡司職名が加えて記された土器は、
志太郡家において特徴的な現象と言えるだろう。
郡名に加えて郡司官職名が記載された例としては、東

日本では他に、茨城県桜川市堀ノ内窯跡から「新大領」
（常陸国新治郡大領の意）と刻書されたものが３点と
（高井1988）、埼玉県川越市五畑東遺跡から出土した「入
主」（武蔵国入間郡主政ないし主帳の意か？）と記され
た墨書土器（川越市教委1991）、及び相模国足上郡家関
連神奈川県小田原市下曽我遺跡から出土した「上主帳」
（相模国足上郡主帳の意）と記された墨書土器などに限
られている（小田原市教委2002）。
西日本でも、例えば、但馬国府・出石郡家関連兵庫県

豊岡市袴狭遺跡出土の「出石領」（但馬国出石郡領の意、
須恵器蓋外、兵庫県立歴博2002）と記された墨書土器、
筑後国御原郡家関連福岡県小郡市井上薬師堂遺跡出土の
「三原大」（御原郡大領の意か？、須恵器椀底外、小郡市
教委2000）と記された墨書土器、福岡県久留米市筑後国
府跡出土の「□井少領」（筑後国御井郡少領の意、須恵
杯底外、8前、久留米市1994）と記された墨書土器、筑
後国三潴郡家推定同市道蔵遺跡出土の「三万少領」（筑
後国三潴郡少量の意、須恵器皿、底外、8末~9初）及び
「三万少□」（土師器杯、底外、8c、久留米市教委1991）
と記された墨書土器と記された墨書土器、同じく筑後国
三潴郡家推定同市野瀬塚遺跡出土「三万大領」（須恵器
杯底外・須恵器蓋外２点、8中~後）及び「三万少」（土
師器杯底外・土師器蓋内２点、8中~後、久留米市1994）
と記された墨書土器など、筑後国府周辺に纏まっている
ように、地域的な偏在が顕著である。
このようにしてみると、郡名に郡司職名を加えて記載

するもの自体さほどに普遍的とは言い難い。
このように郡名記載土器が多数出土した静岡県内の官

衙遺跡においてさえ、書式はかなりまちまちである。各
官衙ごとに書式の特徴があるように見受けられる。

４．移動する郡名記載土器

ところで、静岡県内の郡家及びその関連遺跡からは、遺
跡出土の全郡名記載土器中に占める割合は極めて少ない
ながらも、当該郡に隣接する郡の厨家を示す文字が記され
た資料が往々にして出土している（石毛2002、山中2002）。
例えば、駿河国有度郡家跡静岡市ケイセイ遺跡からは、

有度郡の隣郡安倍郡を示すと考えられる「安」の文字が
（静岡市教委2006）、駿河国益頭郡家跡藤枝市郡遺跡から
は隣郡安倍郡家の厨家を意味する「安厨」の文字が（藤
枝市教委1986）、志太郡家御子ヶ谷遺跡からはやはり隣
郡益頭郡の厨家を意味する「益厨」の文字が（藤枝市教
委1981）、それぞれ記された墨書土器が各１点ずつ出土
している。また、遠江国敷智郡家・栗原駅家跡と考えら
れる浜松市伊場遺跡からも、「布知厨」と記された墨書
土器の他に、隣郡長下郡家の厨家を意味するとも解釈す
ることが可能な「下厨南」と記された墨書土器が出土し
ている（平川2000a）。
さらに、上総国分尼寺に隣接する集落遺跡である千葉

県市原市坊作遺跡からは、所在郡市原郡家厨家を示す
「市原厨」と記された墨書土器と共に、隣郡海上郡家厨
家を示す「海上厨」と記された墨書土器が出土している
（市原市教委1980）。同遺跡は、全くの集落遺跡ながら、
立地条件や出土遺物などから上総国分尼寺建立に関わる
集落と考えられ、出土したのが官衙そのものの遺跡では
なくも、国の施設に関連する場所では、当該郡以外の郡
厨家記載土器が出土するケースがあり得る。
郡名記載土器が郡境を越えて移動するケースがあるこ

とについては、まず、国府ないし郡家における恒例・臨
時の行事に伴う饗宴に当たって、当該の国府・郡家の厨
家にとどまらず、国府においてはその管轄下の某郡の厨
家が、また郡家にあっては近隣郡の郡家の厨家が動員さ
れたケースが想定できるところである。
周知のように儀制令元日国司条には、
凡元日。国司皆率二僚属郡司等一、向レ庁朝拝。訖長官
受レ賀、設レ宴者聴。（其食以二当処官物及正倉一充。）

とあり、同集解に引く古記に、
受レ賀設レ宴者聴。謂、饌具用二官物一。兼受三郡司
等相餉二食物一也。

とあるように、元日朝賀の饗宴に際しては、国司が国府
の財政の中から経費を支出して郡司等に酒食を供するこ
とになっていた。なお、この元日朝賀の饗宴は、国庁で
行われていたようである（山中1994）。国府内において
はこの元日朝賀の儀式を筆頭に、郡司告朔の儀、吉祥悔
過法会などの恒例行事及び臨時の行事に際しては様々な
饗宴の場が設定されたわけであるから、国府の厨家たる
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国厨の職掌の第一は、こうした国府内で行われる儀礼に
伴う公的な饗宴に際して食膳供給を行うことにあった。
また、国司館における饗宴にも、国厨が弁備した酒食

が供されるケースも存在した。『万葉集』巻19所収4250

番歌は、大伴家持が越中守離任時に詠んだ歌であるが、
その詞書には、
便ち大帳使に附きて、八月五日を以ちて京師に入ら
むとす。此に因りて、四日を以ちて、国厨の饌を介
内蔵伊美吉縄麿の館に設けて饌す（後略）。

とあることから、介の館で行われた国守家持の送別宴に、
国厨で調製された酒食が供されたことが知られるのであ
る（平川2000a）。
さらに国府外における饗宴に際しても「国厨之饌」が

弁備される場合が想定できる。
例えば、平安時代後期の因幡守平時範の日記である

『時範記』には、国守が任国に赴任する際の状況が詳細
に書き留められているが（早川1997）、その承徳３年
（1099）２月条には、

十日（中略）、申尅宿二摂州武庫郡河面御牧司宅一。
摂津守送二馬酒肴等一。
十一日（中略）、申尅着二播磨明石駅家一。国司被レ

儲二饗饌、菓子、秣等一。
十四日（中略）、未尅着二美作国境根仮屋一。国司被
レ儲レ之、亦有二饗饌、秣秣等一。

などの記述があり、新任国守の赴任に際して、途次各国
国司が新任国守の立寄先である牧司宅、駅家、仮屋など
に酒食や秣などを送って饗応しているさまがうかがえ
る。こうした場合でも、当然、「国厨之饌」が供せられ
たであろうし、国司の部内巡幸に際して、出張先に「国
厨之饌」が届けられるケースも想定されよう。
「郡厨」あるいは「（某）郡厨」と記された土器につ

いても、およそ同様の機能を想定することが可能であろ
う。「国厨」・「（某）郡厨」と記された土器の意味すると
ころは、平川南氏が指摘しておられるように、そこに盛
られた酒食類が「国厨之饌」あるいは「（某）郡厨之饌」
であることを表示したものと考えられるわけである。
諸官衙における厨家保管の食器は膨大な数ににのぼる

と考えられるが、それにもかかわらず、出土土器全体の
中で「厨」と表記された土器数があまりにも少ないこと
や、「国厨」・「（某）郡厨」、あるいは郡名が記された土
器が、それぞれの国府や郡家からかけ離れた場所から出
土することも少なくないことから考えるならば、「厨」
あるいは郡名等を土器に記入することの意味を、従来言
われてきたように「厨施設がその食器を保管・管理する
上で食器の所有・所属を明示するために記銘した」（津
野1990・1993、石毛2002、山中2002）という点のみに集
約しきれるものではない。
実際に、某国国府遺跡から管轄下某郡名もしくは管轄

下某郡厨の文字が記された土器が出土するケースは枚挙
に暇がない。
「厨」記載土器に限っても、栃木県栃木市下野国府跡

出土「寒川厨」（管下寒川郡家厨家の意）墨書土器２点
（栃木県文振事業団1987）、群馬県前橋市上野国府関連元
総社寺田遺跡出土「邑厨」（管下邑楽郡家厨家の意）墨
書土器（群馬県埋文事業団1991）、茨城県石岡市常陸国
府跡出土「茨厨」（国府所在郡茨城郡家厨家の意）墨書
土器（石岡市教委2001）、神奈川県平塚市相模国府関連
遺跡群出土「郡厨」・「大厨」（国府所在郡大住郡家厨
家の意、平塚市遺跡調査会1993・平塚市博2001）墨書土
器等の例が挙げられる。これらの遺跡では、いずれも
「国厨」と記された墨書土器も出土している。
また、国厨や各郡厨からは、各官衙内外に酒食が供給

されたわけであるから、「国厨」・「（某）郡厨」・郡名
記載土器などが出土した場所が、それらの官衙、あるい
は官衙内の厨施設そのものと即断することは出来ないの
である。「国厨之饌」「（某）郡厨之饌」が供給され、酒
食が消費された場、すなわち饗宴の場である可能性もあ
ろうし、また、国府・郡家の出先機関や下部組織が置か
れた場所であるとの想定も成立しよう。
国府跡から出土する管轄下郡の郡名ないし郡厨銘記載

土器については、国府ないし郡家における恒例・臨時の
行事の際の饗宴に当たって、当該国府・郡家の厨家にと
どまらず、国府においては管轄下の某郡、郡家において
は近隣郡の厨が動員された場合がまず想定できる。
例えば、前掲の儀制令元日国司条集解釈に引く古記に

「兼受三郡司等相餉二食物一也」とあるように、元日朝賀
の儀に際しては、国司が国費を用いて郡司らを饗応する
と同時に、郡司らから国司に対して食物の供献が行われ
ていたわけである。国司への食物供献の儀式に際して、
各郡の厨家が動員され、食料や食器など供膳にかかわる
物資を調達・運搬したり、調理・配膳などの労役を提供
させられた際に、「（某）郡厨」と記された土器が、供給
元を明示する目的で使用されたものと考えられる。
国府の遺跡から、「国厨」と記された土器に混じって

「（某）郡厨」あるいは郡名のみ記された墨書土器が出土
するケースについてはこのような背景が想定できる。
さらに、国府に上番、あるいは労働徴発された徭丁等

に対して、各出身郡厨家が食料を供給することがあった
か、あるいは徭丁たちが出身郡単位に編成されて、これ
に関わる厨家が「某郡厨」という形で国府内に設置され
ていたことに因る可能性も平川南氏によって提示されて
いる（平川2000a）。
一方、郡家遺跡において、当該郡厨家名を記した土器

と共に近隣郡厨家名を記した土器が出土するような事例
については、まず、国司の部内巡行の際の接待など郡家
における大きな饗宴に当たって、当該郡厨家が弁備でき
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る労働力や食材・食器だけでは間に合わずに、近隣郡厨
家の労働力と食器等が臨時的に動員されるような場合
や、他郡厨家から食膳や食器そのものが運び込まれた場
合、などが想定できる。
また、郡家が伝馬を利用した官人の交通支援機能、宿

泊・給食・供給にあたった施設でもあったことからみれ
ば、国司や伝使の移動、あるいは郡司相互の通交に伴っ
て、他郡郡家厨家で調達した食事や食器が携行され、持
ち込まれた場合なども考えられる。
千葉県市原市坊作遺跡から隣郡厨家を示す墨書土器が

出土した事例に関しては、国分尼寺造営という郡を越え
た国レヴェルの事業に際して、食膳供給等の面で、他郡
厨家が動員されるような場合があったことを物語ってい
ると言えよう（市原市教委1980）。
このように某郡厨記載土器の出土には様々なケースが

考えられるわけであるが、「厨」の文字が無いただ単に
郡名ないし郡名の一部が記された土器についても、「某
郡厨」の省略表記である例も存在しているのではないだ
ろうか。某郡名表記土器の解釈の一つの可能性として提
示しておきたい。
いずれにしても「某郡厨」表記土器が表記郡の境を越

えて出土すれことは当時の様々な状況から充分に説明の
付くことであり、不自然な事態では無いと言うことが判
明するのである。さらに、そこから敷延すれば、郡名な
いしその一部の文字が記された土器が、郡境を越えて当
該郡以外の場所や、あるいは郡内であっても明らかに郡
家ないしその間連官衙のある場所とは考えにくい場所か
ら出土するケースについては、やはり同様に、郡名記載
土器の移動が想定可能な様々なケースの中で解釈するこ
とが可能である。
なお、静岡県の郡家およびその関連遺跡である藤枝市

御子ヶ谷・秋合領遺跡や、浜松市伊場遺跡、同市井通遺
跡などにおける大溝からの大量の土器出土状況からは、
祭祀・儀礼における郡名記載土器の使用の可能性も想定
できるところである。
その際に、それら「国厨之饌」・「（某）郡厨之饌」

が供された先は、現実世界の貴顕に止まらず、神仏など
に対するケースも考えられる。さらに言うなれば、実際
には、「国厨之饌」・「（某）郡厨之饌」でなくとも、そ
のような「ブランド」を騙って国・（某）郡厨銘、ある
いは郡名記載土器が供えられたケースさえ存在していた
可能性が考えられるのではないだろうか。

５．群馬県内出土の郡名記載土器

本県内出土の郡名記載墨書・刻書土器48点の内、刻書
土器は３点のみであり、他は全て墨書土器である。本県
内では現在までのところ、佐位郡家正倉院の遺構が発見
された三軒屋遺跡と、新田郡家郡庁院及び正倉院跡が検

出された天良七堂遺跡の２箇所しか確実な郡家遺跡は発
見されておらず、三軒屋遺跡では郡名に関わる文字が記
された土器は今のところは出土していない。
周知のように古代の上野国には和銅４年（711）に甘

楽・緑野・片岡の３郡から６郷300戸を割いて新設され
た多胡郡を含めて14郡が存在していたが、県内の遺跡か
ら出土した郡名記載土器にみえる郡は、このうちで、群
馬・勢多・佐位・新田・山田・邑楽・甘楽・多胡・碓氷
の９郡にかかわるものであった。
以下では、それらの中で特徴的な例について述べる。
（１）「新田」郡名記載土器

群馬県内からこれまでに出土した郡名記載土器で最も
数量的に多いのは、新田郡に関わるものである。『和名
抄』では、新田郡は、新田・滓野・石西・祝人・淡甘・
駅家の６郷がからなる中郡とされている。
県内から出土した郡名記載土器48点の内、その半数の

24点になる。そのうち刻書土器は、郡家に程近い太田市
成塚町成塚住宅団地遺跡E151竪穴建物跡から出土した
土師器椀体部外面に正位で「入田」と記されたものと
（太田市教委1990）、同市市野井境ヶ谷戸遺跡１次調査１
号竪穴建物跡から出土した須恵器杯の底部外面に「入」
と記載されたもの（新田町教委1994）の２点のみで、他
はいずれも墨書土器である。
「入田」の文字が刻書された土師器椀が出土した太田

市成塚町の成塚住宅団地遺跡及び「新田」の文字が記さ
れた須恵器杯と「入田」の文字が記された土師器杯が出
土した石橋地蔵久保遺跡は郡家跡天良七堂遺跡の東側に
ごく近接する郡家周辺集落遺跡であり、位置的にも郡名
記載土器が出土して自然な場所ではある（群馬県埋文事
業団2008b）。
また、先述した「入」の文字が刻書された須恵器杯が

出土した太田市市野井境ヶ谷戸遺跡は、小規模な範囲に
わたる調査であり遺跡の性格は明確にできておらず、ま
た、郡家跡天良七堂遺跡の西南西約２kmと郡家からも
やや離れるが、集落遺跡からは出土することがあり得な
い唐三彩陶枕片が出土しており、郡家との密接な関連を
想定できる。須恵器蓋の内面に「入田」と記されたもの
が１点、ほかに「入」の１文字が記された資料が８点、
計９点の郡名記載墨書・刻書土器が出土している。
それら郡家周辺近接遺跡から出土した郡名記載土器に

比して、「新」１文字が墨書された土器が３点出土した
太田市上田中の前六供遺跡と「入」の１文字が底部外面
に墨書された須恵器杯が出土した太田市中江田の中江田
原遺跡は（群馬県埋文事業団1996c）、ともに郡家の南西
にやや離れた位置に位置している。しかしながら、前六
供遺跡からは郡家ないし荘所における物資の検収に関わ
る記録木簡が、これら郡名記載墨書土器と共伴して同じ
井戸跡から出土しており、この井戸跡の構造自体、一般
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図　群馬県内出土郡名記載土器
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集落のものとは考えにくい。
このように、新田郡の郡名記載土器は、みどり市宮久

保遺跡３号竪穴建物跡から出土した「入田」と底部外面
に墨書された須恵器皿以外（笠懸村教委1989）、郡家跡
天良七堂遺跡から比較的近い範囲の遺跡か、あるいは郡
家と関連する官衙の出先機関等と考えられる遺跡からの
出土に限られるている。
記載された文字は、「入田」ないしその一文字「入」

が、新田郡名記載土器全24点のうちの８割強・20点を占
めている。『延喜式』や『和名抄』の現存する写本では、
いずれも「新田」と表記し、近代に至るまで「新田」の
語が使用されているが、『万葉集』の写本では「爾比多」、
平安時代の『延喜式』や『和名抄』では「尓布多」と読
みが振られており、「ニヒタ」「ニフタ」と発音されてい
たようである。郡内所在遺跡から出土している「入田」
と記された墨書・刻書土器が多く出土していることは、
「ニフタ」と発音されていたことを裏付ける。
「入田」「新田」の郡名ないしその一部が記載された

墨書・刻書土器24点のうち18点が杯・皿・椀底部ないし
蓋内面への記入、さらにそのうちの13点が底部外面への
記入であり、一般的に言われてきた官衙遺跡出土墨書・
刻書土器の全般的な文字記入部位傾向によく合致してい
る。また、８割強という須恵器の占有率の高さは、新
田・山田両郡が一大窯業生産地域であることから考えれ
ば当然のことと言えよう。
（２）「勢多」郡名記載土器

勢多郡は『和名抄』では深田・田邑・芳賀・桂萱・真
壁・深渠・深澤・時沢の9郷からなる中郡である。
前橋市堤町の堤沼上遺跡で検出された37号竪穴建物跡

から須恵器椀の体部外面に横位で「勢多」と墨書された
土器が１点出土している。９世紀第４四半期の年代観が
与えられている土器である。
この土器は一見すると「勢」という文字を１文字、須

恵器高台付椀の体部外面に、横向きで縦長に記したよう
に見えなくもないが、「勢」の文字の「力」の部分が右
脇に非常に小振りに記され、それに続けて斜めに流れる
かのような筆致で「多」の文字が草書体風に記されてい
るものと解釈できるので、「勢多」の２文字を組み合わ
せて、あたかも１文字のように記したものと理解すべき
であろう。この資料のように、勢多の文字をあたかも組
み合わせ１文字のようにした字形が記された類例が、上
野国分寺跡出土墨書瓦にもみられる（杉山・高井2008）。
２文字を合体させて１文字のように記す例は、墨書土器
に限らず、文書等を含め古代には一般的な表記法であり、
類例も多い（平川南2000c）。筆致は達筆で、文字を日常
使いこなしていた階層が記したものと考えられる。
本資料は、勢多郡の郡名を記したものとしては現在の

ところ唯一の墨書・刻書土器である。勢多郡の郡名が記

された古代の出土文字資料には、瓦の焼成前に勢多郡の
「勢」の文字１文字をスタンプで押して、勢多郡から貢
進されたことを示した瓦が、高崎市の国分寺跡や前橋市
の上西原遺跡などで多数出土しているが（群馬県教育委
員会1989、同2000、松田1986、高井1999、杉山・高井2008

など）、それらはいずれも「勢」の一文字のみである。
本資料のように「勢多」の郡名二文字を記した例として、
また、その文字を土器に墨で記した例として初めて発見
された資料である。これまで良く知られている、寺院の
造営や修理に際して瓦の貢進元を示すために押捺された
スタンプの文字とは根本的に意味や背景が異なる。
出土遺跡の西約4km程の位置にある前橋市下大屋町の

上西原遺跡から検出された、柵列で長方形に区画された
大型の建物跡群を勢多郡家と想定する考え方がある（群
馬県教育委員会2000、松田1986）。しかしながら、方形
の基壇建物跡を中心とした一角は、基壇建物とそれを長
方形状に取り囲む回廊状の遺構の状況からみて寺院と考
えるのが妥当であり、それらの遺構は、寺院伽藍中枢部
とそれに附属する管理施設とみるべきであろう。
（３）「山田」郡名記載土器

北関東自動車道の建設に関連して太田市北郊で発掘調
査された東今泉町の東今泉鹿島遺跡から、須恵器杯の底
部外面に「山田」の郡名が墨書されたものが１点出土し
ている（群馬県埋文事業団2007a）。また、東今泉鹿島遺
跡の北北西約500mに位置する楽前遺跡から須恵器杯底
部外面に「山」の１文字が墨書されたものと須恵器皿底
部外面に「山田」の郡名２文字が墨書されたものの２点
が出土しており（群馬県埋文事業団2009）、計３点の山
田郡名記載土器が出土している。
なお、楽前遺跡４区１号竪穴建物跡出土の須恵器杯の

底部外面に「山」と記されたものは、報告書では「正」
と釈読しているが、実物に当たって改めて釈読し直し、
「山」の１文字が記されたものであることが判明した。
この２遺跡における遺構の検出状況や遺構の配置から

見れば、営まれた建物群を官衙ないしその関連遺跡とみ
ることは到底考えにくい。しかしながら東今泉鹿島遺跡
では郡の官人から郡家に宛てられた文書が漆紙として出
土しており、約1.5km西方の太田市緑町古氷地区に所在
が想定される山田郡家から払い下げられたと考えられる
文書の反故がもたらされていることからみても、郡家と
これらの遺跡との密接な関連が伺える。
これらの遺跡が所在するのは古代の山田郡内にあた

り、「山田」の記載は郡名を示すものと考えられる。も
ちろん、郡名となった地名を負う在地豪族の氏名（うじ
な）として記された可能性もあるが、いずれにせよ「山
田」の語のもとになったのは郡名と言えよう。
（４）「邑厨」記載土器

各地域において比較的多くみられる「（某）郡厨」と
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記された土器は、本県内においては現在のところ、上野
国府関連前橋市元総社寺田遺跡から出土した須恵器杯底
部外面に「邑厨」と墨書されたもの（群馬県埋文事業団
1991）と、大泉町専光寺付近遺跡から、６世紀後半とみ
られる10号墳の周溝埋土中から、８世紀後半の須恵器杯
の体部外面に正位で「厨」と墨書された土器と共に、９
世紀後半の須恵器高台付皿の底部外面に「上邑厨」と墨
書された土器が出土している（関本・川原・高島2006）
ものの２例だけである。記された「邑厨」「上邑厨」の
文言は、ともに上野国邑楽郡厨家の意と考えられる。
上野国府の一角を占めると考えられる前橋市元総社町

の元総社寺田遺跡からは、国府厨家を示す「国厨」と記さ
れた墨書土器をはじめ、「国」「厨」「］曹司」などと記さ
れた墨書土器が「邑厨」と記された墨書土器とともに出
土している。邑楽郡厨家を意味する「邑厨」の墨書土器が
国府から出土する意味については先述した通りである。
また、大泉町専光寺付近遺跡からは、古墳時代後期6

世紀後半とみられる10号墳の周溝埋土中から、８世紀後
半の須恵器杯の体部外面に正位で「厨」と墨書された土
器と共に、9世紀後半の須恵器高台付皿の底部外面に
「上邑厨」と墨書された土器が出土している。「上邑厨」
とは、上野国邑楽郡厨家の意と考えられる。
調査担当者は、古墳の被葬者に対する子孫による後代

の追善祭祀のような出土状況ではないとするが、古墳造
営から約200年後と300年後の年代観を有する「厨」銘墨
書土器が共伴して出土していることや、東京都や埼玉県
において古墳周溝から、後世の子孫による先祖祭祀に際
して使用された墨書土器が出土している例があることな
どの点からみれば、古墳そのものとあながち無関係とは
言い難く、再検討が必要なように思われる。
邑楽郡家は、地名から現在の大泉町古氷に比定されてい
る。発掘調査によってその位置が確認できているわけでは
ないもの、この墨書土器の出土地からは約1.5km離れてい
る。郡家から離れた位置から某郡厨と記された墨書土器が
出土することの背景については、前述した通りである。
これらの資料は、上野国府関連前橋市元総社寺田遺跡

から出土した「邑厨」と記された墨書土器とともに、邑
楽郡家厨家に関わる墨書土器として重要であろう。
群馬県内では、現在までのところ、「某郡厨」と記さ

れた墨書土器は、これら邑楽郡家厨家にかかわるものば
かりということになる。
（５）その他の例

このように群馬県内出土の郡名記載土器が出土した遺
跡には、郡家からやや離れた場所から出土した例であっ
ても、いずれにしても郡家との密接な関連を想定しなけ
ればならない場所である例がある半面、発掘調査で得ら
れた限りの遺構検出・遺物出土の状況からは郡家との直
接の関係をあまり想定しにくい遺跡からも同種の土器が

出土している。
藤岡市上栗須寺前遺跡（群馬県埋文調査事業団1996）

からは「多胡」の郡名を灰釉陶器皿の底部外面に墨書し
たものが１点と、「多」の１文字を須恵器杯・椀の底
部・体部に記したものが６点の計９点出土している。遺
構の検出状況から見れば、発掘調査された範囲では官衙
的な様相は示していないが、郡名及びその1部が記され
た墨書土器がまとまって出土していることの意味を考え
直す必要があろう。なお、62号竪穴建物跡から出土した
灰釉陶器皿底部外面に記された文字は、報告書では「多
得」と釈読しているが、再釈読により「多胡」と読める
ことが確認できたため、「多」の１文字のみ記されたも
のに関しても、単なる吉祥句的な用語ではなく、郡名の
一部である可能性が高くなった。
伊勢崎市十三宝塚遺跡（群馬県埋文事業団1992）は、

かって佐位郡家と考えられたことがあった遺跡である
が、遺構の状況からみれば寺院の遺跡であり、かつ、三
軒屋遺跡が発見され、所謂『上野国交替実録帳』諸郡官
舎佐位郡項と記述と検出遺構の状況との合致から、三軒
屋遺跡が佐位郡家跡に相違ないことが判明した。佐位郡
家に関連する寺院としては、近接して上植木廃寺があり、
十三宝塚遺跡は寺院規模や構造からみても、郡家に直接
関連する寺院とは考えにくく、そのレベルよりはやや低
いクラスの寺院であると考えられる。ただ、そうはいっ
ても、郡領クラス豪族の発願による寺院である可能性は
充分に考えられることであり、郡家と全く無関係の寺院
とは必ずしも言い難いところである。
郡名佐位に通じる「佐」の１文字に関連する文言が記

された墨書土器が３点出土している。
前橋市の青梨子金古遺跡（県央第一水道遺跡調査会

1995）、荒子小学校遺跡（前橋市埋文調査団1990b）、前
山Ⅱ遺跡（前橋市埋文調査団1990a）からは、群馬郡の
郡名の古い表記である「車」の文字が記された墨書・刻
書土器が出土している。前橋市荒子町の荒子小学校校庭
遺跡と同市泉沢町の前山Ⅱ遺跡とは比較的近い距離にあ
る遺跡であるが、この２遺跡は古代の群馬郡の領域から
は大きく外れており、勢多郡内に位置している。とくに
前山Ⅱ遺跡からは「車」の文字が記された墨書土器が４
点まとまって出土している点も注目される。これらの土
器の年代観からは、明らかに、すでに郡名が好字２字
「群馬」の表記に変更された後の時期のものであり、群
馬郡外からの出土であることを考え併せるとこれらの土
器に表記された「車」の文字は、「群馬」の郡名を表記
したものではなく、車持氏などの氏族名や他の意味を有
する可能性の方を想定した方がよさそうである。

おわりに

群馬県内出土の郡名記載土器を中心に、東日本各地出
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土の郡名記載土器を集成し、その傾向をみてきたが、先
述したように、郷名を記した土器の例も、また、郡名と
同じ名の郷が郡内に所在する例も、また、郡名を名に負
う氏族名も、それぞれ全国的に多く存在している。そこ
に記されているのが郡名に通じる文字であっても、実際
には郡名なのか、郡名と同じ郷名なのか、郡名と通じる
氏族名ととして記されたのか、資料そのものからでは分
別が付きがたい。
また、郡名及び郷名には「好字」が付けられたわけで

あるから、集落遺跡から一般的に出土する墨書・刻書土
器の大多数に記される所謂「吉祥文字」とも共通するわ
けであり、「吉祥文字」は人名とも通じるから、解釈は
如何様にも可能になる。そのような意味では、ここで集
成した中には、郡名記載土器と厳密に判別するには難し
い資料が混在していることもまた事実である。上述して
きたことは、そうした史料的な限界を踏まえての検討結
果である。
これまでは、圧倒的に資料数・量が多い静岡県内の郡

家および関連遺跡出土の郡名記載土器、とりわけ駿河国
志太郡家跡静岡県藤枝市秋合・御子ヶ谷両遺跡と、遠江
国引佐郡津の遺跡と考えられる同県浜松市井通遺跡出土
の計360点の資料が、郡名記載土器の基本形のように考
えられてきたが、確かに数量こそ多いものの、郡名ない
しその一部＋「大・少領」、あるいは郡名ないしその一
部＋「一」・「二」といったような書式のものは東日本
全体でみれば、これらの遺跡以外ではあまりみることが
出来ない書式であることが判明した。
郡名記載土器の基本的な書式とは、郡名のみあるいは

その１文字のみを記すか、あるいは郡名ないし郡名のう
ちの１文字に「厨」の文字が附され、某郡厨の土器であ
ることを示すかである。
これまで述べてきたように、記銘土器の絶対的な僅少

さから言えば、官衙遺跡出土の墨書土器については、従
来言われてきたような、食器の保管・管理のための文字
記入とは考え難く、平川南氏が言われるような食菜供膳
元の明示機能、さらにはそれに止まらず祭祀・儀礼など
の際の使用という特殊な、非日常の用途を想定するべき
であると考える。その意味においては、集落遺跡出土の
墨書・刻書土器の用途および機能に共通する部分が大き
いと位置付けることが可能であろう。
静岡県の郡家およびその関連遺跡では、低湿地や大溝

などから膨大な量の墨書。刻書土器が出土しており、そ
れら大量の墨書・刻書土器が、祭祀・儀礼に伴って投じ
られた可能性を示唆するかのような出土状況である。こ
の点も、官衙遺跡出土墨書・刻書土器の祭祀用途を裏付
ているように思われる。
ただし、大溝に流す、あるいは投じる行為自体が祭祀

であるのか、あるいは祭祀・儀礼等の行為の終了後の土

器の廃棄なのかは、現時点では不明と言わざるを得ない。
出土状況からはいずれにも解釈することが可能である。
こうした静岡県内の郡家及びその関連遺跡から大量に

出土した郡名記載土器に比べて、ほかの地域の遺跡では、
例えば陸奥国安積郡家跡福島県郡山市清水台遺跡や同国
白河郡家跡同県泉崎村関和久官衙遺跡などで郡名ないし
その一部が記された土器がまとまって出土しているが、
出土遺構はまちまちであり、また、郡名記載土器の量は
それぞれの遺跡から出土した土器全体の量から見て極め
て僅少である。さらに、これら両郡家遺跡からは、食器
の保管管理を担当した厨の文字が記された郡名土器が１
点も出土していない。保管管理のための記銘であるなら
ば、共通する用途機能の下、書式にも各地域や個々の官
衙を越えた斉一性がある程度指摘できて然るべきであ
り、これらの点も、官衙における食器の保管管理に伴っ
て郡名が記されたとは考えにくい理由の一つである。
食器である土器の保管場所として厨家は最もそれにふ

さわしい場所であり、郡名に「厨」の文字が附されて記
された土器が多いこともまことに自然である。郡名ない
しその一部の文字が記された土器の中には、当然、本来
は「某郡厨」と記されるべきものが略されて、郡名ない
しその１文字のみが記されたものも存在するであろう。
「国厨」・「（某）郡厨」と記載された土器を、そこ

に盛られた酒食が「国厨之饌」・「郡厨之饌」であるこ
とを明示したものと説かれた平川南氏の説はまことに説
得力に富んだ魅力的な仮説である。さらにそれを発展さ
せて考えるならば、「国厨之饌」・「郡厨之饌」が国
司・郡司らといった現実世界の人間に対して供されたに
限らず、それらが神仏に対する儀礼の中でそれらに対し
て供された可能性や、さらには神仏の供献に対して、仮
に実際はそうでなくてもあたかもそのブランド名ゆえに
「国厨之饌」・「郡厨之饌」を仮冒してそのように記載
されるケースをも想定することが可能であろう。そして
さらに敷延するならば、郡名ないしその一部の文字が記
された土器の大方は、祭祀・儀礼関連で記されたものが
占めるであろうことを想定できるのではないだろうか。
いささか論理が飛躍し過ぎたきらいは否めず、また、

紙幅の制約によって意を尽くせなかったところも多々あ
るが、不備な点は後考に期することととして、とりあえ
ず、今は以上を仮説として提示して、この雑駁な小稿を
擱筆する。
なお、本稿は、平成21年度財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団職員自主研究活動指定研究による研究成果の
一部である。

（補註１）土器焼成後に文字が記される墨書土器と、土器焼成過程におい
て文字が記入される刻書土器とは、文字が記入された段階が異なり、両
者は分別して考えるべきであるとの考えが強かったが、近年、集落等の
遺跡から出土する、土器焼成段階に記入された須恵器刻書と焼成後土器
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消費地段階で記入されたとみられる墨書文字とが共通するケースが相次
いでおり、背景として、土器消費地から、土器の生産段階に対して、土
器焼成前に特定の文字を刻書するよう発注していたことが考えられる。
本稿で取り上げた静岡県藤枝市郡遺跡においても、須恵器生産段階で刻
書された「益」の郡名の一部の文字と、土器消費段階である益頭郡家で
墨書された「益」「益頭」の郡名の文字とが一致している。故に、最近
の研究では、刻書土器と墨書土器とでは、確かに文字記入の具体的段階
こそ違うものの、両者の間には密接な関係が存在した場合も多く、一概
に分別して考えるべきではないという見方が主流である。
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番号 出土遺跡所在地 出土遺跡名 出　土　遺　構 釈　　　　文 器種 記載場所・方向 土器の年代
1 岩手県奥州市 胆沢城跡 井戸SE1050埋土 斯波 赤焼・台付鉢 体外横 10前
2 〃 〃 井戸SE1067埋土 刺 須恵・杯 底外 9前
3 〃 〃 〃 裏込土 志安 須恵・椀 体外倒 9前
4 宮城県多賀城市 市川橋遺跡（多賀 河川SD5021埋土 日理□ 土師・杯 底外 8

5 〃 城周辺都市遺跡） 〃 日□〔理ヵ〕 土師・杯 体外横 8

6 〃 〃 〃 宮木　宮木 土師・杯 底外 8

7 〃 〃 〃 日□〔官ヵ〕 須恵・杯 体外横 8

8 〃 〃 〃 日理郡□□〔濱ヵ　驛家　厨　三由丸 須恵・杯 底外 8

9 〃 〃 〃 菊多／徳 須恵・杯 体外横/底外 8

10 〃 〃 〃 □／日理 須恵・杯 底外 8

11 〃 〃 〃 信夫 須恵・杯 底外 8

12 〃 〃 〃 柴田（焼成後刻書） 土師・杯 底外 8

13 〃 〃 〃 □〔胆ヵ〕 須恵・杯 底外 8

14 〃 〃 〃 日理吉 土師・杯 体外横 8

15 〃 〃 〃 □□　名取（焼成後刻書） 土師・椀 底外 8

16 〃 〃 〃 名取 土師・椀 底外 8

17 〃 〃 河川SD5055埋土 日理 須恵・杯 底外 8

18 〃 〃 竪穴SI5324埋土 信夫 土師・杯 底外 8後～9前
19 〃 〃 溝SD1515埋土 名取 須恵・杯 体外正 8後～10前
20 〃 〃 土坑SK1518埋土 名取 土師・杯 底外 8後～10前
21 〃 〃 河川SX1351D埋土 苅田 須恵・杯 体外正 9初～中
22 〃 〃 溝SD1317埋土 □〔苅ヵ〕田 須恵・杯 体外 8後～10前
23 〃 〃 溝SD1522埋土 和足 須恵・杯 体外倒 9初～中
24 〃 〃 井戸SE1285埋土 □〔苅ヵ〕田 土師・杯 体外倒 9後
25 〃 〃 検出面 鞠 須恵・杯 底外 奈良・平安
26 〃 山王遺跡（多賀城 溝SD5050埋土 今山行方 須恵・蓋 摘内 8後
27 〃 周辺都市遺跡） 溝SD399埋土 新田（焼成前刻書） 須恵・壷 底外 8～9

28 〃 井戸SE611B □□□〔江刺郡ヵ〕（焼成前刻書） 須恵・甕 頚外正
29 〃 〃 道路SX5824A北側溝埋土 柴田 須恵・杯 底外 9前～中
30 〃 〃 道路SX10C西側溝埋土 宮郡 須恵・杯 底外 ８中～後
31 〃 〃 溝SD1020C埋土 賀□〔美ヵ〕 須恵・杯 底外 8後～10前
32 〃 〃 溝SD1020A埋土 宮城 須恵・椀 底外 9前
33 〃 〃 河川SD1602B埋土 宇多 須恵・杯 体外正 9

34 〃 〃 〃 □□〔宇多ヵ〕 土師・杯 体外横 9～10

35 〃 〃 〃 宇多長 土師・杯 体外横 9中～後
36 〃 〃 〃 宇多□〔田ヵ〕 土師・杯 底外 9～10

37 〃 〃 〃 宇多□〔田ヵ〕 須恵・杯 体外正 9後
38 〃 〃 〃 □〔宇ヵ〕多女 土師・杯 体外横 9中～後
39 〃 〃 〃 □〔宇ヵ〕多□ 土師・杯 体外～底外 9後～10前
40 〃 〃 〃 宇多 土師・杯 体外横 9～10

41 〃 〃 道路SX3461B南側溝埋土 宇多□ 土師・杯 底外 10前
42 〃 〃 〃 □〔宇ヵ〕 土師・杯 体外 10前
43 〃 〃 河川SD2000埋土 宇多□ 土師・杯 体外 10前～中
44 〃 〃 〃 宇多□□〔東丸ヵ〕 土師・杯 体外～底外 8後～10前
45 〃 〃 〃 小田 須恵・杯 体外正 9後
46 〃 〃 〃 宇多田 土師・杯 体外横 9後
47 〃 〃 〃 宇多田 土師・杯 体外～底外 9後
48 〃 〃 〃 宇多□ 土師・杯 底外 9後
49 〃 〃 〃 宇多田 土師・杯 底外 9

50 〃 〃 〃 宇多利／宇多利 土師・杯 体外正/底外 9中～後
51 〃 〃 〃 □／□〔宇ヵ〕多 須恵・杯 体外正/底外 8中～後
52 〃 〃 伏石地区埋土 日理 須恵・杯 底外 8～9

53 〃 多賀城跡 郭内埋土 小田郡工知□／日下マ人（焼成前刻書） 須恵・甕 体外 9

54 〃 〃 大溝SD1221B埋土 名取 土師・椀 体外横 不明
55 〃 〃 〃 名取 須恵・杯 底外 不明
56 〃 〃 井戸SE2101B埋土 石□〔團ヵ〕 須恵・杯 底外 9中
57 〃 〃 〃 名大首 須恵・椀 底外 9中
58 〃 〃 土坑SK2106底面 信夫 須恵・杯 体外横 9中
59 〃 多賀城廃寺 不明 黒川 須恵・杯 底外 8後
60 宮城県栗原市 伊治城跡 遺物包含層 栗□〔原ヵ〕 須恵・杯 体外 8後
61 〃 〃 溝SD227埋土 伊 須恵・杯 底外 8後
62 宮城県東松島市 赤井遺跡（牡鹿柵・郡家推定地） 溝SD460埋土 牡舎人 須恵・椀 底外 8前
63 宮城県大崎市 名生館遺跡（丹取郡家・玉造柵） 竪穴SI04Pit埋土 富／玉厨 土師・杯 体外横/底外 9後
64 宮城県蔵王町 二屋敷遺跡 竪穴2埋土 玉　玉 土師・杯 体外正 9中
65 宮城県加美町 壇の越遺跡（賀美 土坑SK895埋土 上寺 須恵・杯 体外倒 9後
66 〃 郡家隣接都市） 遺構確認面 上（焼成前刻書） 須恵・椀 底外 8中
67 〃 〃 〃 上（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8中
68 〃 〃 河川SD1841C □〔上ヵ〕 土師・杯 体外正 不明
69 〃 〃 表土 上（焼成前刻書） 須恵・甕 体外横 8～9

70 〃 〃 竪穴SI2222B埋土 上 土師・杯 体外倒 10前
71 〃 〃 竪穴SI2234竈 上 須恵・杯 底外 9後
72 〃 〃 竪穴SI2234竈 □〔上ヵ〕 須恵・杯 底外 9後
73 〃 〃 竪穴SI2462確認面 上（焼成前刻書） 須恵・椀 底外 8前～中
74 宮城県加美町 東山遺跡（賀美郡 土坑SK364埋土 上厨 須恵・杯 底外 9前～中
75 〃 家跡） 土坑SK369埋土 □□〔上厨ヵ〕 土師・杯 体外正 10前
76 〃 〃 工房SX525床面 上人 須恵・椀 底外 8後
77 〃 〃 〃 上 須恵・椀 底外 8後
78 〃 〃 表土 上 須恵・杯 底外 8前～中
79 宮城県美里町 一本柳遺跡 周溝状遺構SD924埋土 小田丈□〔部ヵ〕 須恵・杯 底外 8中
80 秋田県秋田市 秋田城跡 竪穴SI214床面 秋田 須恵・蓋 外面 9前
81 〃 〃 遺物包含層 秋田 須恵・杯 底外 奈良・平安
82 〃 〃 〃 秋田 須恵・蓋 外面 9前
83 〃 〃 〃 河郡 赤焼・杯 体外正 90

84 〃 〃 竪穴SI846埋土 秋田 赤焼・杯 底外 9後
85 〃 〃 竪穴SI846埋土 □田 赤焼・杯 底外 9後
86 〃 〃 遺物包含層 秋田 須恵・杯 底外 9

87 〃 〃 竪穴SI11051埋土 秋 赤焼・杯 底外 9前
88 〃 〃 池SG1031埋土 秋田 須恵・杯 底外 8後
89 〃 〃 〃 秋田 須恵・杯 底外 8後
90 〃 〃 表土 □〔最ヵ〕／上／最上 赤焼・杯 体外正／底外 9前
91 〃 〃 遺物包含層 雄□〔城ヵ〕 須恵・杯 底外 9後
92 〃 〃 〃 雄城 須恵・杯 底外 9後
93 〃 〃 〃 雄城 須恵・杯 底外 9後
94 〃 〃 土坑SK1027埋土 雄 赤焼・杯 体外正 9中
95 〃 〃 表採 秋田 赤焼・杯 底外 9中
96 〃 〃 表採 長岡 須恵・蓋 外 9中
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97 〃 〃 遺物包含層 飽 須恵・杯 体外正 9前
98 〃 〃 池SG1031埋土 山本（刻書） 須恵・円面硯 脚部正 8後
99 〃 〃 遺物包含層 田川 赤焼・杯 底外 9前

100 〃 〃 池SG1031埋土 田川 須恵・杯 体外横 8後
101 〃 〃 竪穴SI1377埋土 田川 須恵・蓋 摘 奈良・平安
102 秋田県大仙市 払田柵跡 遺物包含層 □□□〔小勝借ヵ〕 須恵・杯 底外 9後
103 〃 〃 〃 小勝借 須恵・杯 底外～体外 9後
104 〃 〃 河川SL1035埋土 小勝／□ 須恵・杯 体外倒／底外 9後
105 〃 〃 土坑SK1033埋土 秋 須恵・長頸壺 底外 9中
106 〃 〃 竪穴SI1114埋土 小勝 須恵・杯 底外 9後
107 〃 〃 竪穴SI1148埋土 小勝／官 須恵・杯 体外倒／底外 9後
108 〃 〃 〃 小勝／官 須恵・杯 体外倒／底外 9後
109 〃 〃 〃 小勝／官 須恵・杯 体外倒／底外 9後
110 〃 〃 整地層 出羽／郡□男賀／凡酒杯 須恵・杯 底外 8中～後
111 秋田県男鹿市 小谷地遺跡 遺物包含層 酒／雄 須恵・椀 底外 8中～後
112 〃 〃 〃 秋田 赤焼・杯 底外 9後
113 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
114 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
115 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
116 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
117 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 体外倒 9後
118 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 体外倒 9後
119 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 体外倒 9後
120 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
121 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
122 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 体外倒 9後
123 〃 〃 〃 雄 須恵・椀 底外 9後
124 〃 〃 〃 雄 須恵・椀 底外 9後
125 〃 〃 〃 雄 須恵・蓋 外 9後
126 〃 〃 〃 里雄 須恵・椀 底外 9後
127 〃 〃 〃 秋田 須恵・杯 底外 9後
128 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 体外倒 9後
129 〃 〃 〃 雄 須恵・杯 底外 9後
130 福島県福島市 南諏訪原遺跡 水田 信夫山南 土師・杯 体外正 9前
131 〃 〃 〃 信夫山／□ 土師・杯 体外正 9前
132 福島県郡山市 肩張遺跡 25号土坑埋土 苅田 土師・杯 底外 9前
133 〃 〃 60号土坑埋土 苅田 須恵・蓋 外 9前
134 〃 〃 40号土坑埋土 苅田 須恵・椀 底外 9前
135 〃 〃 25号土坑埋土 苅 須恵・椀 底外 9前
136 福島県郡山市 咲田遺跡 15号土坑埋土 在厨 土師・杯 体外正 9前
137 福島県郡山市 清水台遺跡（安積 表採 在曹 土師・杯 底外 9前
138 〃 郡家跡） 瓦溜 在□〔曹ヵ〕 土師・杯 体外倒 9前
139 〃 表土 在曹 土師・杯 体外倒 9前
140 〃 〃 〃 在 土師・杯 底外 9

141 〃 〃 攪乱 在（焼成後刻書） 土師・杯 底外 8後
142 〃 〃 溝SD509埋土 ウ郡 土師・杯 体外正 9

143 〃 〃 表土 在 土師・杯 底外 9前
144 〃 〃 掘立SB1540柱穴掘方埋土 在曹 土師・杯 体外正 9前
145 〃 〃 土坑SK1601埋土 大在 土師・杯 体外横 10前
146 〃 〃 〃 大在 土師・杯 体外横 10前
147 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外横 10前
148 〃 〃 〃 大在 土師・杯 体外横 10前
149 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外横 10前
150 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外正 10前
151 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外横 10前
152 〃 〃 〃 大在 赤焼・杯 体外横 10前
153 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外横 10前
154 〃 〃 〃 □〔在ヵ〕 土師・杯 体外横 10前
155 〃 〃 〃 大□〔在ヵ〕 土師・杯 体外横 10前
156 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外正 9

157 〃 〃 〃 大在 土師・杯 体外正 9後
158 〃 〃 〃 □〔在ヵ〕 赤焼・杯 体外横 10前
159 〃 〃 〃 在 土師・杯 底外 9前
160 〃 〃 〃 在 土師・杯 体外正 9前
161 〃 〃〃 〃 在 土師・杯 体外背 9前
162 福島県郡山市 古亀田遺跡 Bトレンチ竪穴床面 信夫 土師・杯 底外 9前
163 福島県いわき市 大猿田遺跡 溝SD16埋土 玉□ 須恵・杯 底外 8中～後
164 〃 〃 遺構外 玉□ 須恵・杯 体外正 8後
165 〃 〃 〃 玉造 須恵・杯 底外 8中～9後
166 〃 〃 〃 玉□ 土師・杯 底外 8中～9後
167 福島県泉崎村 関和久官衙遺跡（白河郡家） 不定形pit 白／白　□／白 土師・杯 体外正／体外倒／底外 9

168 〃 〃 〃 白／白 土師・杯 体外倒／底外 9

169 〃 〃 〃 白／白 土師・杯 体外正／底外 9

170 〃 〃 掘立SB105柱穴掘方埋土 □〔白ヵ〕 土師・杯 体外 9前
171 〃 〃 掘立SB126柱穴掘方埋土 白 土師・杯 体外正 9後
172 〃 〃 〃 自 土師・杯 体外正 9

173 〃 〃 掘立SB104柱穴掘方埋土 □〔白ヵ〕 土師・杯 底外 9

174 〃 〃 溝SD101埋土 白 土師・杯 体外 9

175 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
176 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
177 〃 〃 〃 白 土師・杯 不明 9

178 〃 〃 〃 白 土師・杯 体外 9

179 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9

180 〃 〃 〃 白／白／□／□　守／守／守／白 土師・杯 体外／底外 9

181 〃 〃 溝SD107埋土 白 土師・杯 体外 9

182 〃 〃 溝SD134埋土 白 土師・杯 体外倒 9

183 〃 〃 溝SD109埋土 白 土師・杯 底外 9前
184 〃 〃 〃 白 土師・杯 体外正 9前
185 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
186 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
187 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
188 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
189 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9

190 〃 〃 〃 白／白 土師・杯 体外正 9前
191 〃 〃 遺構外 白 土師・杯 底外 9前
192 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9後
193 〃 〃 〃 白／白　白／白 土師・杯 体外正／体外倒／底外 9前
194 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
195 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
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196 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
197 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9前
198 〃 〃 〃 白／入 土師・杯 体外 9前
199 〃 〃 〃 白 土師・杯 体外正 9前
200 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9

201 〃 〃 〃 白 土師・杯 体外 9

202 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9

203 〃 〃 〃 白 土師・杯 底外 9

204 〃 〃 〃 白 土師・杯 体外 9

205 新潟県長岡市 八幡林官衙遺跡 H地区溝SD1 古志 須恵・杯 底外 8中頃
206 栃木県栃木市 下野国府跡 溝SD111採集 安 須恵・椀 底外 古代
207 〃 〃 〃 寒川厨 須恵・杯 底外 〃
208 〃 〃 〃 寒 須恵・杯 底外 〃
209 〃 〃 〃 阿 土師・盤 底外 〃
210 〃 〃 〃 ×（寒）川厨 須恵・椀 底外 〃
211 〃 〃 土坑SK023埋土 塩屋 須恵・蓋 外 〃
212 栃木県小山市 千駄塚浅間遺跡 不明 寒川 須恵・杯 底外 9

213 〃 （寒川郡家） 寒厨 土師・杯 体外正 9

214 栃木県那珂川町 小松原遺跡 不明 寒川 土師・杯 体外正 9

215 栃木県下野市 落内遺跡 不明 寒川 土師・杯 体外正 9

216 茨城県桜川市 東友部遺跡 墓壙 新太田 須恵・蓋 外 古代
217 茨城県桜川市 堀ノ内窯跡 A1地点 新大領（焼成前刻書） 須恵・盤 底内 8

218 〃 〃 〃 □〔新ヵ〕大領（焼成前刻書） 須恵・盤 底内 8

219 〃 〃 1号窯 □〔新ヵ〕大領（焼成前刻書） 須恵・蓋 内 8

220 〃 〃 東支群 新厨 須恵・椀 底外 8

221 茨城県つくば市 中原遺跡 140号竪穴埋土 川ヵ 土師・椀 体外正 9後
222 〃 〃 298号竪穴埋土 川ヵ 須恵・杯 体外正 8後
223 〃 〃 357号竪穴埋土 川 土製紡錘車 側面 9後
224 〃 〃 447号竪穴埋土 川 須恵・杯 底外 9前
225 〃 〃 〃 川 須恵・杯 底外 9前
226 〃 〃 443号土坑埋土 川（焼成前刻書） 須恵・盤 底外 8後
227 茨城県つくばみらい市 鎌田遺跡 14号竪穴埋土 川 土師・杯 体外正 9後
228 〃 〃 〃 川 土師・杯 体外正 9後
229 〃 〃 〃 川 土師・椀 体外倒 9後
230 〃 〃 〃 川 須恵・杯 体外正 9後
231 〃 〃 30号竪穴埋土 川 土師・杯 体外正 9中
232 〃 〃 6号掘立柱穴埋土 川 須恵・杯 底外 9前
233 茨城県土浦市 烏山遺跡 D56号竪穴埋土 志太 土師・杯 底外 不明
234 茨城県石岡市 常陸国分僧寺 I3号竪穴埋土 真 土師・杯 体外横 古代
235 〃 〃 I1号竪穴埋土 真 土師・杯 体部 古代
236 茨城県石岡市 鹿の子A（国府工 35号A竪穴埋土 □〔新ヵ〕 土師・椀 体外横 古代
237 〃 房関連） 36号竪穴埋土 中 土師・杯 体外正 9中
238 茨城県石岡市 鹿の子Ｃ（国府工 5号竪穴埋土 中ヵ 須恵・杯 底外 9前
239 〃 房） 11号竪穴埋土 中上 須恵・蓋 内 8後
240 〃 〃 18号竪穴埋土 久 須恵・蓋 内 古代
241 〃 〃 23号竪穴埋土 中人 須恵・杯 底外 9前
242 〃 〃 24号竪穴埋土 □〔賀ヵ〕 土師・椀 底外 古代
243 〃 〃 36号竪穴埋土 新 須恵・杯 底外 9前
244 〃 〃 37号竪穴埋土 新里 須恵・杯 底外 8後
245 〃 〃 43号竪穴埋土 鹿ヵ 土師・杯 底外 古代
246 〃 〃 62号竪穴埋土 鹿百 土師・杯 底外 9前
247 〃 〃 73号竪穴埋土 新 須恵・杯 底外 古代
248 〃 〃 86号竪穴埋土 川／□□ 須恵・杯 底外 8後
249 〃 〃 〃 新ヵ 須恵・杯 底外 古代
250 〃 〃 103号竪穴埋土 信太家 須恵・杯 底外 古代
251 〃 〃 108号竪穴埋土 真髪 須恵・椀 底外 9中
252 〃 〃 32号工房埋土 鹿盃ヵ 須恵・杯 底外 9前
253 〃 〃 A地区 石井 土師・椀 底外 古代
254 〃 〃 市27号竪穴埋土 川ヵ 土師・杯 体外横 古代
255 茨城県石岡市 市内遺跡 採集 茨ヵ文春 土師・椀 底外 古代
256 茨城県石岡市 常陸国府跡 西区 茨厨ヵ 須恵・盤 底外 8後
257 茨城県鹿嶋市 神野向遺跡（鹿島 1115号土坑跡埋土 鹿島郡厨 須恵・杯 底外 古代
258 〃 郡家跡） 1041回廊柱穴埋土 鹿厨 土師・椀 底外 古代
259 〃 〃 不明 鹿厨 土師・椀 底外 古代
260 〃 〃 1365号竪穴埋土 鹿厨酒ヵ 土師・杯 体～底外 古代
261 〃 〃 〃 鹿厨□ 土師・椀 底外 古代
262 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
263 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
264 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
265 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
266 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
267 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
268 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
269 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
270 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
271 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
272 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
273 〃 〃 〃 鹿厨 土師・杯 底外 古代
274 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
275 〃 〃 〃 鹿厨ヵ 土師・杯 底外 古代
276 〃 〃 〃 鹿厨 土師・椀 底外 古代
277 〃 〃 〃 鹿・鞆□ 土師・蓋 内 古代
278 〃 〃 〃 鹿 土師・椀 体外 古代
279 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
280 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
281 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
282 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
283 〃 〃 〃 鹿 土師・椀 底外 古代
284 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
285 〃 〃 〃 鹿 土師・椀 底外 古代
286 〃 〃 〃 鹿 土師・椀 底外 古代
287 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
288 〃 〃 〃 鹿 土師・皿 体外 古代
289 〃 〃 〃 鹿 土師・椀 体外 古代
290 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
291 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
292 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
293 〃 〃 〃 □鹿□ 土師・椀 底外 古代
294 〃 〃 〃 鹿□ 土師・杯 底外 古代
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295 〃 〃 〃 鹿□ 土師・椀 底外 古代
296 〃 〃 〃 鹿□ 土師・杯 底外 古代
297 〃 〃 〃 鹿□ 土師・椀 底外 古代
298 〃 〃 〃 鹿□ 土師・杯 底外 古代
299 〃 〃 1380号竪穴埋土 鹿□ 土師・椀 底外 古代
300 〃 〃 Ⅱ区包含層 鹿厨 土師・椀 底外 古代
301 〃 〃 〃 鹿 土師・杯 底外 古代
302 〃 〃 〃 鹿ヵ 土師・杯 底外 古代
303 茨城県鹿嶋市 厨台遺跡 掘立SB319柱穴埋土 鹿ヵ厨ヵ 土師・杯 体外 9後
304 〃 〃 掘立SB344柱穴埋土 □嶋郡 須恵・蓋 内 8前
305 茨城県水戸市 掘遺跡 1号竪穴埋土 行方家ヵ 土師・杯 体外横 9前
306 群馬県前橋市 元総社寺田遺跡 Ⅵ区6溝埋土 邑厨 須恵・杯 底外 古代
307 〃 （国府関連） Ⅵ区河道埋土 佐 須恵・杯 体外正 古代
308 群馬県前橋市 青梨子金古境遺跡 2号竪穴埋土 車（焼成後刻書） 土師・杯 底内 古代
309 群馬県前橋市 荒子小学校校庭遺跡 14号竪穴埋土 車／車 須恵・杯 底外／体内横 古代
310 群馬県前橋市 前山Ⅱ遺跡 2号竪穴埋土 車車火火 土師・杯 底外 古代
311 〃 〃 〃 車東院／車 土師・杯 底内／底外 古代
312 〃 〃 3号竪穴埋土 車 土師・杯 底外 古代
313 〃 〃 3号竪穴埋土 車／車 土師・杯 底内／底外 古代
314 群馬県前橋市 堤沼上遺跡 37号竪穴埋土 勢多 須恵・椀 体外横 9末
315 群馬県伊勢崎市 十三宝塚遺跡 32号竪穴埋土 佐／佐 須恵・椀 底内外 古代
316 〃 〃 37号竪穴埋土 家佐 須恵・杯 体外横 古代
317 〃 〃 02溝埋土 左 須恵・蓋 摘 古代
318 群馬県みどり市 宮久保遺跡 3号竪穴埋土 入田 須恵・皿 底外 9

319 群馬県太田市 成塚住宅団地遺跡（新田郡家関連）E151号竪穴埋土 入田（焼成前刻書） 土師・椀 体外正 9

320 群馬県太田市 石橋地蔵久保遺跡 4区2号竪穴埋土 新田　梔ヵ 須恵・杯 底外 8

321 〃 （新田郡家関連） 4区5号竪穴埋土 入田 土師・杯 底外 8

322 群馬県太田市 境ヶ谷戸遺跡（新 1次2号竪穴埋土 入 須恵・杯 底外 8

323 〃 田郡家関連） 〃 入田 須恵・蓋 内 8

324 〃 〃 1次9号竪穴埋土 入 須恵・椀 底外 8

325 〃 〃 〃 入 須恵・杯 底外 8

326 〃 〃 〃 入 土師・杯 底内 8

327 〃 〃 〃 入ヵ 土師・杯 底内 8

328 〃 〃 1次1号土坑埋土 入（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

329 〃 〃 4次1号竪穴埋土 入 須恵・杯 底外 8

330 〃 〃 入 須恵・椀 底外 8

331 群馬県太田市 村田本郷Ⅲ遺跡（新田郡家関連） 1号溝埋土 入ヵ田 須恵・杯 底外 8

332 群馬県太田市 前六供遺跡（新田 3号井戸埋土 新新 須恵・皿 体内外正 9後
333 〃 郡家関連） 〃 新 須恵・椀 体外正 9後
334 〃 〃 〃 新 須恵・杯 体外正 9後
335 群馬県太田市 中江田原遺跡（新田郡家関連） E6号溝埋土 入 須恵・杯 底外 8

336 群馬県太田市 天良七堂遺跡（新 2次1号溝埋土 入田 須恵・杯 体外横 9

337 〃 田郡家跡） 〃 入田 須恵・皿 底外 9

338 〃 〃 〃 入田 須恵・椀 底外 9

339 〃 〃 2次3号溝埋土 入田ヵ 須恵・杯 体外正 9

340 〃 〃 〃 入田 須恵・皿 底外 9

341 〃 〃 2次14号竪穴埋土 入田 須恵・皿 底外 9

342 群馬県太田市 東今泉鹿島遺跡 50号溝埋土 山田 須恵・杯 底外 8

343 群馬県太田市 楽前遺跡 3区1号溝埋土 山田 須恵・皿 底外 9後
344 〃 〃 4区1号竪穴埋土 山 須恵・杯 底外 9初
345 群馬県藤岡市 上栗須寺前遺跡 62号竪穴埋土 多胡 灰釉・皿 底外 9後
346 〃 〃 〃 多 須恵・椀 底外 9後
347 〃 〃 73号竪穴埋土 多 須恵・杯 底外 9後
348 〃 〃 93号竪穴埋土 多 須恵・杯 体外横 9後
349 〃 〃 118号竪穴埋土 多 須恵・椀 体外倒 9後
350 〃 〃 163号竪穴埋土 多 須恵・椀 体内 9後
351 〃 〃 5255号土坑埋土 多 須恵・椀 体内外正 9後
352 群馬県高崎市 多胡蛇黒遺跡 39号竪穴埋土 甘 須恵・杯 体外正 8後
353 群馬県安中市 西裏遺跡 H2号竪穴埋土 碓× 須恵・椀 底外 9前
354 群馬県大泉町 専光寺付近遺跡 1o号墳周溝埋土 上邑厨 須恵・高台皿 底外 9後
355 埼玉県上里町 檜下遺跡南部地区 H249号竪穴埋土 □秩父 須恵・杯 体内 古代
356 埼玉県上里町 熊野太神南遺跡A 大溝埋土 □入ヵ間郡　□　□ 土師・杯 底外 古代
357 埼玉県上里町 中堀遺跡 145号竪穴埋土 加／加 灰釉・皿 体外正／底外 9後
358 〃 〃 Q土坑 加 灰釉・皿 底外 9後
359 埼玉県坂戸市 稲荷前遺跡 1号井戸埋土 □〔大ヵ〕里郡多磨郡□尺本男川　□〔郡ヵ〕 須恵・蓋 内 8

360 埼玉県深谷市 下郷遺跡（幡羅郡 坡 須恵・皿 底外 9

361 〃 家隣接） 婆羅 須恵・杯 底外 8

362 埼玉県東松山市 西浦遺跡 56・57号溝跡 企（朱書） 須恵・椀 体外正 8

363 〃 〃 〃 比（焼成前刻書） 須恵・椀 底外 8

364 埼玉県坂戸市 稲荷森遺跡 1号竪穴埋土 企□〔比ヵ〕／□（焼成前刻書） 須恵・杯 体外横／底外 8

365 埼玉県鳩山町 小谷遺跡 27号竪穴埋土 父瓦（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

366 埼玉県鳩山町 広町遺跡 7号窯埋土 大里（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

367 〃 〃 〃 大里（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

368 埼玉県入間市 新久窯跡 1号窯跡埋土 入間（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 9

369 〃 谷久保窯跡 A4グリッド 入（焼成前刻書） 須恵・甕 底外 8

370 埼玉県川越市 霞ヶ関遺跡（入間 16号竪穴埋土 入 須恵・椀 底外 8初
371 〃 郡家関連） 5号溝埋土 入厨 須恵・椀 体外横 9

372 〃 〃 3号掘立柱穴埋土 入厨 須恵・杯 底外 9

373 埼玉県川越市 会下遺跡（入間郡家関連） 8号竪穴埋土 入間 須恵・杯 底外 古代
374 埼玉県川越市 古海道東遺跡（入間郡家関連） 2号竪穴埋土 入厨 須恵・杯 底外 古代
375 埼玉県川越市 五畑東遺跡（入間郡家関連） 2号竪穴床面 入主 須恵・杯 底外 8後
376 埼玉県川越市 八幡前・若宮遺跡 1号井戸埋土 入丗／入丗 須恵・杯 体外正／底外 9後
377 〃 （入間郡家関連） 〃 入（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 9

378 〃 〃 9世紀包含層 入丗 須恵・杯 底内 9後
379 〃 〃 〃 入ないし平 須恵・杯 底外 9中
380 〃 〃 〃 □〔入ヵ〕 須恵・杯 底内 9中
381 埼玉県狭山市 宮地遺跡 不明 高 須恵・杯 底外 古代
382 東京都八王子市 多摩ニュータウンNo.107遺跡 調査区83河道 □〔比ヵ〕企 須恵・杯 底内 古代
383 〃 〃 調査区89S河道 多 須恵・杯 底外 古代
384 東京都府中市 武蔵国府関連遺跡 第四中学校旧蔵資料 玉 須恵・杯 体内横 古代
385 〃 〃 DOLCE地区竪穴SI14埋土 玉 須恵・杯 底外 古代
386 〃 〃 府中高木ビル地区表土 都筑郡塊ヵ□（焼成前刻書） 須恵・杯 底内 9～10

387 〃 〃 花とうビル地区竪穴SI49 賀 土師・杯 体外 古代
388 〃 〃 パチンコギャラリー地区竪穴SI104・105埋土 多ヵ 須恵・皿 体外 9末
389 〃 〃 高倉遺跡1次竪穴埋土 高 須恵・杯 体外正 古代
390 〃 〃 府中駅南口再開発B地区竪穴SI67埋土 多研（朱書） 須恵・円面硯 硯裏 8後
391 〃 〃 府中東芝ビル地区2次竪穴SI25埋土 多磨ヵ 須恵・杯 底外 10前
392 〃 〃 府中フラワーハイホーム地区掘立SB11柱穴埋土 豊ヵ 須恵・皿 口外 古代
393 〃 〃 北岡利夫氏宅地区竪穴SI55埋土 高 須恵・杯 体外正 10後
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394 〃 〃 ヴェノス府中地区第2次掘立SB19柱穴埋土 立ヵ（焼成前刻書） 須恵・杯 底内 古代
395 〃 〃 （仮）府中寮地区竪穴SI56y床面 多麻　多麻（焼成後刻書） 土師・甕 体外正 8前
396 〃 〃 都計道7・5・4線地区竪穴SI56埋土 男 須恵・杯 底内 古代
397 〃 〃 〃 男 須恵・杯 底外 古代
398 〃 〃 片町遺跡1次8号竪穴埋土 企 須恵・杯 体外横 9初～後
399 〃 〃 （有）原組地区SI11埋土 中 須恵・蓋 外 古代
400 〃 〃 都道3・4・22号線地区竪穴SI250埋土 新 土師質・杯 体外正 古代
401 東京都府中市 武蔵台遺跡（国分 86号竪穴埋土 玉 須恵・杯 体外正 古代
402 〃 寺関連） 55号竪穴埋土 原 須恵・杯 体外正 古代
403 東京都府中市 下布田遺跡 水路埋土 立 不明 不明 古代
404 東京都日野市 神明上遺跡 52次調査11号土坑埋土 高倉（相模国高座郡ヵ？） 土師・杯 体外正 古代
405 東京都国分寺市 武蔵国分僧寺跡 土坑SL21埋土 多 須恵・杯 体外正 8

406 〃 〃 竪穴建物跡SI413埋土 豊 須恵・蓋 外 8

407 〃 〃 No.3地区 □／父 土師・椀 体内外正 8

408 東京都清瀬市 下宿内山遺跡 竪穴H18埋土 玉 須恵・杯 体外正 古代
409 〃 〃 竪穴H20埋土 □〔玉ヵ〕 土師・皿 底内 古代
410 〃 〃 R28埋土 玉／玉 須恵・杯 体外正／底内 古代
411 〃 〃 〃 玉 須恵・杯 底外 古代
412 〃 〃 〃 玉／□ 須恵・杯 体外正／底外 古代
413 〃 〃 〃 玉／玉 須恵・杯 体外正／底外 古代
414 〃 〃 〃 玉 須恵・杯 底内 古代
415 〃 〃 〃 玉／玉 須恵・杯 体外正／底内 古代
416 〃 〃 〃 玉 須恵・杯 底内 古代
417 〃 〃 〃 玉　□〔玉ヵ〕／玉 須恵・杯 体外正／底内 古代
418 〃 〃 〃 □〔玉ヵ〕 須恵・杯 体外正 古代
419 〃 〃 〃 玉 須恵・杯 体外正 古代
420 神奈川県横浜市 藪根不動原遺跡 11号竪穴埋土 原　入杯 土師・杯 体外正 古代
421 神奈川県横浜市 長者原遺跡（武蔵国都筑郡家） 不明 □〔都ヵ〕 不明 不明 古代
422 〃 〃 〃 都 土師・杯 体外正 古代
423 神奈川県茅ヶ崎市 香川・下寺尾遺跡 1号遺物集中区 大住ヵ 土師・杯 底外 古代
424 〃 （高座郡家） 〃 □〔高ヵ〕 土師・杯 体外正 古代
425 〃 〃 〃 埋病精横真力／□／力　高ヵ 土師・杯 体内外横／底外 古代
426 〃 〃 〃 □〔住ヵ〕 土師・杯 体外正 古代
427 〃 〃 〃 □〔住ヵ〕 土師・皿 体外横 古代
428 〃 〃 〃 □〔高ヵ鳥ヵ〕 須恵・杯 体外横 古代
429 〃 〃 〃 高ヵ 須恵・杯 体外正 古代
430 神奈川県茅ヶ崎市 下寺尾廃寺（高座郡家関連寺院） 遺物包含層 高 須恵・蓋 体内正 古代
431 神奈川県綾瀬市 宮久保遺跡 井戸P3区埋土 高坐 須恵・杯 底外 9

432 神奈川県綾瀬市 早川城山遺跡群No.13遺跡 掘立H12柱穴埋土 倉 土師・杯 底内 9

433 神奈川県海老名市 大谷向原遺跡 133号竪穴埋土 高坐官 土師・杯 底外 9

434 神奈川県平塚市 四之宮高林寺遺跡 竪穴SI07埋土 住ヵ 土師・杯 底外 9

435 〃 （国府・大住郡家 竪穴SI08埋土 高 土師・杯 体外正 9

436 〃 関連） 第4地区4号竪穴埋土 大住 土師・杯 底外 9

437 〃 〃 〃 大住 土師・杯 底外 9

438 〃 〃 第4地区15号竪穴埋土 □〔大ヵ〕住 土師・杯 底外 9

439 〃 〃 第4地区遺構外 □〔大ヵ〕住 土師・杯 底外 9

440 〃 〃 第5地区7号溝状遺構埋土 住ヵ 土師・杯 底外 9

441 〃 〃 第5地区遺構外 大住ヵ 土師・椀 底外 9

442 〃 四之宮下之郷廃寺（国府・郡家関連） 不明 大住 土師・杯 底外 8

443 〃 真土六の域遺跡（国府・郡家関連） 遺構外 住 土師・皿 底外 古代
444 〃 四之宮天神前遺跡 第8地点22号竪穴埋土 大住 土師・杯 底外 9中
445 〃 （国府・郡家関連） 第8地点29号竪穴埋土 住 土師・杯 底外 9前
446 〃 第1地点3号竪穴埋土 大住厨 土師・杯 底外 8前
447 〃 四之宮稲荷前A遺跡（国府・郡家 〃 大厨 土師・杯 底外 8前
448 〃 関連） 第2地点2号竪穴埋土 大住 土師・皿 底外 9後
449 〃 〃 第3地点4号竪穴埋土 大住 土師・杯 底外 9

450 〃 四之宮山王A遺跡（国府・郡家関 第5地点1号竪穴状遺構 高ヵ 土師・杯 体外 9

451 〃 連） 第4地点306号pit埋土 大住 土師・杯 底外 9

452 神奈川県平塚市 厚木道遺跡 1区水場遺構SC004埋土 高大長 須恵・杯 底外 8中～9

453 〃 真田・北金目遺跡 4区水場遺構SC001埋土 高大長 須恵・杯 底外 8中～9

454 〃 群 6区竪穴SI001埋土 高 灰釉・椀 底外 8中～9

455 〃 18区遺構外 高 土師・杯 底外 8中～9

456 神奈川県小田原市 下曽我遺跡（足上郡家関連） 2号井戸埋土 上主帳 須恵・蓋 内
457 千葉県袖ヶ浦市 雷塚遺跡 63号竪穴埋土 海上 須恵・杯 底外 8後
458 〃 〃 20号竪穴埋土 上 土師・杯 体外倒 9後
459 千葉県大網白里町 砂田中台遺跡 71号竪穴埋土 山邊□〔之ヵ〕 土師・杯 底外 9前
460 〃 〃 74A号竪穴埋土 山邊 土師・杯 底外 9中
461 〃 〃 88Ａ号竪穴埋土 山□〔辺ヵ〕 土師・杯 底外 9中
462 〃 〃 98号竪穴埋土 山邊家／□ 土師・杯 底外／体外正 9前
463 〃 〃 〃床面 □邊□〔家ヵ〕 土師・杯 底外 9前
464 千葉県大網白里町 南麦台遺跡 14号竪穴埋土 葛 土師・皿 体外横 9中
465 〃 〃 〃 □〔葛ヵ〕 土師・杯 体外 9中
466 〃 〃 〃 葛 土師・杯 底外 古代
467 〃 〃 43号竪穴埋土 葛 土師・杯 体外横 9前
468 〃 〃 11号掘立柱穴埋土 □〔葛ヵ〕 土師・皿 底外 9中
469 〃 〃 〃 葛 土師・皿 底外 9中
470 〃 〃 〃 葛 土師・皿 底外 9中
471 〃 〃 〃 葛 土師・皿 底外 9中
472 〃 〃 19号掘立柱穴埋土 □〔葛ヵ〕 土師・杯 体外横 古代
473 〃 〃 遺構外 葛 土師・杯 底外 9

474 〃 〃 遺構外 葛 土師・杯 底外 9

475 千葉県大網白里町 台前遺跡 5号竪穴埋土 長□ 土師・皿 底外 9中
476 〃 〃 14A号竪穴床面 葛山又 土師・杯 底外 9中
477 千葉県大網白里町 上引切遺跡 不明 千厨　□〔得ヵ〕 土師・杯 体外正／底外 古代
478 千葉県東金市 山田水呑遺跡 95号竪穴埋土 山邊 土師・杯 底外 9後
479 〃 〃 谷部埋土 山邊大 土師・杯 底外 9前
480 千葉県東金市 鉢ヶ谷遺跡 337号竪穴床面 長□ 土師・杯 底外 9中
481 千葉県市原市 坊作遺跡（国分寺 149号竪穴周溝内 海上厨 須恵・杯 底外 9初
482 〃 関連） 122号竪穴埋土 市原厨 土師・杯 底外 9中
483 〃 〃 231号竪穴埋土 山邊郡立山 土師・杯 底外 9中
484 〃 荒久遺跡（国分寺関連） 不明 望負 不明 体外横 古代
485 〃 中台遺跡（国分寺関連） 不明 夷鬻□ 不明 底外 古代
486 千葉県千葉市 砂子遺跡 5号竪穴埋土 千（焼成後刻書） 土師・甕 底外 古代
487 〃 〃 3号溝埋土 千 土師・高杯 胴外正 8

488 千葉県千葉市 有吉遺跡 遺構外 千□〔衛ヵ〕 土師・杯 体外正 9

489 千葉県千葉市 種ヶ谷遺跡 包含層 千葉□□ 須恵・杯 底外 8後
490 千葉県市川市 下総国分寺跡 11区8号竪穴埋土 匝 土師・杯 底外 8中
491 〃 〃 11区9号竪穴埋土 海上□ 土師・杯 底外 9前
492 千葉県八千代市 白幡前遺跡 132号竪穴埋土 子猿嶋 土師・杯 体外横 8後
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493 千葉県多古町 信濃台遺跡 不明 千厨 不明 不明 古代
494 千葉県多古町 侭田遺跡第2地点 5号竪穴埋土 匝厨 土師・杯 底外 古代
495 千葉県成田市 大袋腰巻遺跡 不明 印波郡 土師・甑 口横 9

496 山梨県笛吹市 松原遺跡（国分寺関連） 13号竪穴埋土 都 土師・杯 底外 9

497 静岡県富士市 東平遺跡 SB01竪穴埋土 布自 須恵・椀 底外 8

498 静岡県静岡市 ケイセイ遺跡（有 包含層 有× 須恵・蓋 外 8後~9

499 〃 度郡家） 〃 有度厨 須恵・杯 体外横 8後~9

500 〃 〃 〃 有厨 須恵・椀 底外 8後~9

501 〃 〃 〃 有厨家 土師・杯 底外 8後~9

502 〃 〃 〃 有厨 土師・杯 底外 8後~9

503 〃 〃 〃 有 土師・杯 底外 8後~9

504 静岡県藤枝市 郡遺跡（益頭郡家） 不明 益厨 須恵・皿 底内 8

505 〃 〃 〃 益厨 須恵・椀 底外 8

506 〃 〃 〃 益厨 須恵・杯 底外 8

507 〃 〃 〃 益厨 須恵・蓋 内 8

508 〃 〃 〃 益厨 須恵・皿 底外 8

509 〃 〃 〃 益厨主□厨長 須恵・皿 底外 8

510 〃 〃 〃 益大 須恵・杯 底外 8

511 〃 〃 〃 益大 須恵・杯 底外 8

512 〃 〃 〃 益大 須恵・蓋 内 8

513 〃 〃 〃 益（焼成前刻書） 須恵・椀 底外 8

514 〃 〃 〃 益（焼成前刻書） 須恵・椀 底外 8

515 〃 〃 〃 安厨 須恵・杯 底外 8

516 〃 水守遺跡（益頭郡 〃 益厨 須恵・杯 底外 8

517 〃 館・郡司居宅） 〃 益少領 須恵・杯 底外 8

518 〃 〃 〃 益 須恵・杯 底外 8

519 静岡県藤枝市 助宗古窯跡群 窯跡 益（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

520 〃 〃 〃 益（焼成前刻書） 須恵・杯 底外 8

521 静岡県藤枝市 秋合遺跡（志太郡家） 包含層 志大領 須恵・蓋 内 8

522 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

523 〃 〃 〃 志太少領 須恵・椀 底外 8

524 〃 〃 〃 ×太少 須恵・椀 底外 8

525 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

526 〃 〃 〃 志厨□ 須恵・椀 底外 8

527 〃 〃 〃 志太厨 須恵・皿 底外 8

528 〃 〃 〃 志太× 須恵・蓋 内 8

529 〃 〃 〃 志［ 須恵・皿 底外 8

530 〃 御子ヶ谷遺跡（志 包含層 志太大 須恵・蓋 内 8

531 〃 太郡家） 〃 志大 須恵・蓋 内 8

532 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

533 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

534 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

535 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

536 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

537 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

538 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

539 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

540 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

541 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

542 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 外 8

543 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

544 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

545 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

546 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

547 〃 〃 〃 志大 須恵・蓋 内 8

548 〃 〃 〃 志大 須恵・椀 底外 8

549 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

550 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

551 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

552 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

553 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

554 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

555 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

556 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

557 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

558 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

559 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

560 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

561 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

562 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

563 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

564 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

565 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

566 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

567 〃 〃 〃 志大領 須恵・杯 底外 8

568 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

569 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

570 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

571 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

572 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

573 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

574 〃 〃 〃 志大領 須恵・皿 底外 8

575 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

576 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

578 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

579 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

580 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

581 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

582 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

583 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

584 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

585 〃 〃 〃 志大領 須恵・杯 底外 8

586 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

587 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

588 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

589 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

590 〃 〃 〃 志大領 須恵・蓋 内 8

591 〃 〃 〃 志大領 須恵・椀 底外 8

592 〃 〃 〃 志大× 須恵・蓋 内 8
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593 〃 〃 〃 志大× 須恵・椀 底外 8

594 〃 〃 〃 志太少領 須恵・椀 底外 8

595 〃 〃 〃 志太少領 須恵・椀 底外 8

596 〃 〃 〃 志太少領 須恵・蓋 内 8

597 〃 〃 〃 志太少領 須恵・蓋 内 8

598 〃 〃 〃 ×太少領殿 須恵・蓋 内 8

599 〃 〃 〃 志太少 須恵・杯 底外 8

600 〃 〃 〃 志太少 須恵・蓋 内 8

601 〃 〃 〃 志太少 須恵・蓋 内 8

602 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

603 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

604 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

605 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

606 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

607 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

608 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

609 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

610 〃 〃 〃 志太厨 須恵・椀 底外 8

611 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

612 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

613 〃 〃 〃 志太厨 須恵・蓋 内 8

614 〃 〃 〃 （記号）志厨 須恵・皿 底外 8

615 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

616 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

617 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

618 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

619 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

620 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

621 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

622 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

623 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

624 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

625 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

626 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

627 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

628 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

629 〃 〃 〃 志厨 須恵・椀 底外 8

630 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

631 〃 〃 〃 志厨 須恵・蓋 内 8

632 〃 〃 〃 志厨 須恵・皿 底外 8

633 〃 〃 〃 志厨上 須恵・椀 底外 8

634 〃 〃 〃 志厨上 須恵・椀 底外 8

635 〃 〃 〃 益厨 須恵・壷 胴外横 8

636 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

637 〃 〃 〃 志太 須恵・皿 底外 8

638 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

639 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

640 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

641 〃 〃 〃 □〔志ヵ〕太 須恵・椀 底外 8

642 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

643 〃 〃 〃 志太 須恵・椀 底外 8

644 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

645 〃 〃 〃 志太 須恵・椀 底外 8

646 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

647 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

648 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

649 〃 〃 〃 志太 須恵・蓋 内 8

650 〃 〃 〃 志太 須恵・杯 底外 8

651 〃 〃 〃 志太○ 須恵・椀 底外 8

652 〃 〃 〃 志太○ 須恵・椀 底外 8

653 〃 〃 〃 志太川□ 須恵・椀 底外 8

654 〃 〃 〃 志太□ 須恵・蓋 内 8

655 〃 〃 〃 志太□ 須恵・蓋 内 8

656 〃 〃 〃 志太□ 須恵・蓋 内 8

657 〃 〃 〃 志太□ 須恵・蓋 内 8

658 〃 〃 〃 志太× 須恵・蓋 内 8

659 〃 〃 〃 志太× 須恵・蓋 内 8

660 〃 〃 〃 志太× 須恵・蓋 内 8

661 〃 〃 〃 志□× 須恵・椀 底外 8

662 〃 〃 〃 志□× 須恵・皿 底外 8

663 〃 〃 〃 志□× 須恵・蓋 内 8

664 〃 〃 〃 志太× 須恵・蓋 内 8

665 〃 〃 建物SB20P2埋土 志□× 土師・皿 底外 8

666 〃 〃 包含層 志× 須恵・椀 底外 8

667 〃 〃 〃 志× 須恵・椀 底外 8

668 〃 〃 〃 志× 須恵・蓋 内 8

669 〃 〃 〃 志× 須恵・蓋 内 8

670 〃 〃 〃 志× 須恵・椀 底外 8

671 〃 〃 〃 志× 須恵・蓋 内 8

672 〃 〃 〃 益□ 須恵・椀 底外 8

673 静岡県袋井市 坂尻遺跡（佐野郡 溝NSD-3埋土 □〔佐ヵ〕野□〔厨ヵ〕 須恵・杯 底外 8

674 〃 家） 土坑NSE-2埋土 佐野厨家 須恵・蓋 内 8

675 静岡県袋井市 新堀遺跡（山名群正倉別院） 区画溝埋土 山名厨 須恵・杯 底外 8初
676 静岡県浜松市 伊場遺跡（敷智郡 包含層 布智厨 須恵・椀 底外 8中
677 〃 家・栗原駅家） 〃 布智厨 須恵・皿 底外 8中
678 〃 〃 布一酒 須恵・杯 底外 8後
679 〃 〃 〃 布一 須恵・椀 底外 8後
680 〃 〃 〃 布 須恵・高坏 底外 8後
681 〃 〃 〃 下厨南 須恵・椀 底外 8中
682 〃 〃 〃 上郡 須恵・杯 底外 8初~中
683 静岡県浜松市 井通遺跡（引佐郡 溝SD13埋土 引佐 須恵・杯 底外 8

684 〃 津） 大溝埋土 引佐一 須恵・皿 底外 8

685 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

686 〃 〃 〃 引二 須恵・皿 底外 8

687 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

688 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

689 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

690 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

691 〃 〃 〃 □〔引ヵ〕□ 須恵・皿 体外横 8
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692 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

693 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

694 〃 〃 〃 □引佐 須恵・蓋 内 8

695 〃 〃 〃 引佐□ 須恵・蓋 内 8

696 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

697 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

698 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

699 〃 〃 〃 引佐 須恵・杯 底外 8

700 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

701 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

702 〃 〃 〃 ×佐一 須恵・蓋 内 8

703 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

704 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

705 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

706 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

707 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

708 〃 〃 〃 ×佐一 須恵・皿 底外 8

709 〃 〃 〃 引佐一 須恵・皿 底外 8

710 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

711 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

712 〃 〃 〃 引佐一 須恵・高杯 脚内 8

713 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

714 〃 〃 〃 ×二 須恵・蓋 内 8

715 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

716 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

717 〃 〃 〃 □〔引ヵ〕佐二 須恵・杯 底外 8

718 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 内 8

719 〃 〃 〃 引佐□〔一ヵ〕 須恵・杯 底外 8

720 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

721 〃 〃 〃 ×佐□ 須恵・皿 底外 8

722 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

723 〃 〃 〃 引× 土師・杯 底外 8

724 〃 〃 〃 引佐□× 須恵・杯 底外 8

725 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

726 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

727 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

728 〃 〃 〃 引一 須恵・皿 底外 8

729 〃 〃 〃 引二 須恵・蓋 内 8

730 〃 〃 〃 引佐大 須恵・蓋 内 8

731 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

733 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

734 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

735 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

736 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

737 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

738 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

739 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

740 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

741 〃 〃 〃 引× 須恵・皿 底外 8

742 〃 〃 〃 引佐大 須恵・杯 底外 8

743 〃 〃 〃 □〔引ヵ〕佐一 須恵・蓋 内 8

745 〃 〃 〃 引佐二 須恵・壷 底外 8

746 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

747 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

748 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

749 〃 〃 〃 ×佐一 須恵・蓋 内 8

750 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

751 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

752 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

753 〃 〃 〃 佐二 須恵・蓋 内 8

754 〃 〃 〃 □二 須恵・皿 底外 8

755 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

756 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

757 〃 〃 〃 引佐一 土師・杯 底外 8

758 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

759 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

760 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

761 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

762 〃 〃 〃 □〔引ヵ〕× 須恵・杯 底外 8

763 〃 〃 〃 引× 須恵・杯 底外 8

764 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 外 8

765 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 外 8

766 〃 〃 〃 引佐一 須恵・皿 底外 8

767 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

768 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

769 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

770 〃 〃 〃 引佐二 須恵・皿 底外 8

771 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

772 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

773 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

774 〃 〃 〃 引佐大 須恵・蓋 内 8

775 〃 〃 溝SD3004埋土 引佐× 須恵・蓋 内 8

776 〃 〃 〃 引□〔佐ヵ〕× 須恵・蓋 内 8

777 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 内 8

778 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

779 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

780 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 外 8

781 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

782 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

783 〃 〃 〃 引佐二 須恵・皿 底外 8

784 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

785 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 外 8

786 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・蓋 内 8

787 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

788 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

789 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

790 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

791 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

792 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8
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793 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

794 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

795 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

796 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

797 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

798 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

799 〃 〃 〃 ×佐一 須恵・皿 底外 8

800 〃 〃 〃 引佐一 須恵・皿 底外 8

801 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

802 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

803 〃 〃 〃 引佐一 土師・蓋 内 8

804 〃 〃 〃 引二 須恵・蓋 内 8

805 〃 〃 〃 引佐大 須恵・蓋 内 8

806 〃 〃 〃 引 須恵・皿 底外 8

807 〃 〃 〃 引佐□〔一ヵ〕 須恵・蓋 内 8

808 〃 〃 〃 引佐□〔一ヵ〕 須恵・蓋 内 8

809 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

810 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 内 8

811 〃 〃 〃 □〔引ヵ〕× 須恵・蓋 内 8

812 〃 〃 掘立SB3016柱穴埋土 □〔引ヵ〕佐一 須恵・蓋 内 8

813 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

814 〃 〃 〃 引佐一 須恵・皿 底外 8

815 〃 〃 掘立SB3023柱穴埋土 引佐一 須恵・皿 底外 8

816 〃 〃 掘立SB3024柱穴埋土 引佐× 須恵・蓋 内 8

817 〃 〃 掘立SB3025柱穴埋土 引佐一 須恵・杯 底外 8

818 〃 〃 土坑SK3006 引佐 須恵・杯 底外 8

819 〃 〃 溝SD3001 引佐□〔二ヵ〕× 須恵・杯 底外 8

820 〃 〃 SP3001 引× 須恵・杯 底外 8

821 〃 〃 第3調査面包含層 引佐　□　□ 須恵・皿 底外 8

822 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

823 〃 〃 〃 引佐 須恵・蓋 内 8

824 〃 〃 〃 引□〔佐ヵ〕× 須恵・蓋 内 8

825 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

826 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 内 8

827 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

828 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

829 〃 〃 〃 引佐大 須恵・杯 底外 8

830 〃 〃 〃 引一 須恵・杯 底外 8

831 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

832 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

833 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

834 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

835 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

836 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

837 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

838 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

839 〃 〃 〃 引佐□〔二ヵ〕× 土師・蓋 内 8

840 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・杯 底外 8

841 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・杯 底外 8

842 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

843 〃 〃 〃 ×佐二酒 須恵・杯 底外 8

844 〃 〃 〃 引佐二 須恵・皿 底外 8

845 〃 〃 竪穴SH2003埋土 引佐× 須恵・杯 底外 8

846 〃 〃 竪穴SH2004埋土 引× 須恵・蓋 内 8

847 〃 〃 〃 引佐× 須恵・杯 底外 8

848 〃 〃 竪穴SH2005埋土 引佐二 須恵・蓋 内 8

849 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・蓋 内 8

850 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

851 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・杯 底外 8

852 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

853 〃 〃 〃 引× 須恵・杯 底外 8

854 〃 〃 土坑SK2008埋土 引佐弐 須恵・皿 底外 8

855 〃 〃 土坑SK2010埋土 引× 須恵・高杯 脚内 8

856 〃 〃 土坑SK2017埋土 引× 須恵・蓋 内 8

857 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・蓋 内 8

858 〃 〃 〃 引× 須恵・蓋 内 8

859 〃 〃 土坑SK2018埋土 引佐× 須恵・杯 底外 8

860 〃 〃 土坑SK2019埋土 引□× 須恵・杯 底外 8

861 〃 〃 土坑SK2021埋土 引佐× 須恵・皿 底外 8

862 〃 〃 土坑SK2026埋土 引× 須恵・蓋 内 8

863 〃 〃 SG2001埋土 引佐× 須恵・蓋 内 8

864 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

865 〃 〃 〃 引一 須恵・蓋 内 8

866 〃 〃 〃 引佐大 須恵・蓋 内 8

867 〃 〃 SP2002埋土 引佐× 須恵・蓋 内 8

868 〃 〃 SP2003埋土 引一 須恵・蓋 内 8

869 〃 〃 第2調査面包含層 引佐一 須恵・蓋 内 8

870 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

871 〃 〃 〃 引佐一 須恵・杯 底外 8

872 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

873 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

874 〃 〃 〃 引一 須恵・杯 底外 8

875 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

876 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・蓋 内 8

877 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

878 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

879 〃 〃 〃 引佐二 須恵・杯 底外 8

880 〃 〃 〃 ×佐二 須恵・杯 底外 8

881 〃 〃 〃 引佐二杯 須恵・杯 底外 8

882 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

883 〃 〃 包含層 引× 須恵・蓋 内 8

884 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

885 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

886 〃 〃 〃 引佐一 須恵・蓋 内 8

887 〃 〃 〃 引佐二 須恵・蓋 内 8

888 〃 〃 〃 引佐大 須恵・蓋 内 8

889 〃 〃 〃 引佐大 須恵・杯 手伊芸 8

890 〃 〃 〃 引佐× 須恵・蓋 内 8

891 〃 〃 〃 引□× 須恵・杯 底外 8




